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プロローグ




　広いスイートルームの居間で、彼は跪ひざまずいていた。豪華な絨毯に調度品の数々、少し浮世離れした部屋の中で佇む英え奈なを、シャンデリアの光が照らす。

　そして、彼の金色の髪が光を弾いていた。綺麗だな、と英奈は思う。まるで、お姫様に愛を乞う騎士のようだ。

　夢見心地で見詰める先で、彼が立ち上がって英奈を抱きしめる。

「君を、僕にください」

　綺麗な笑みを浮かべて、彼は言う。王子様、とみんなが呼ぶ。金色の髪はくせっ毛で、睫までも金色。その睫に縁取られた緑の瞳は、真しん摯しな色を浮かべている。

「手、もう回してるのに」

　間近な吐息に、かろうじてそう答えた。柔らかな外見のくせに、彼の腕はしっかりと彼女の腰をホールドしていた。

「ちょっと、がっついてます」

　囁きながら、彼が耳元にキスをした。そのくすぐったさに首をすくめて、英奈は小さな溜息をついた。

「もういいでしょう？」

「何が？」

　焦らすように言った英奈の頬にキスをし、唇の端を舐めながら、金髪の王子が言う。

「抱いても」

　ストレートな言い方だった。彼がそんなふうにはっきりと言葉にするなんて思わなかったので、英奈は思わず至近距離で彼の顔を見返した。

「何？」

「……いつもと違う」

「いつもは、猫かぶってました」

「……でしょうね」

　巧みな彼の指先は、英奈を抱きしめながら胸元を撫でている。悪戯をするような仕草で、確実に英奈の性感を煽ろうとしている。

「アードリアン」

　それが彼の名前。正真正銘の王子様だ。でもその一方で、英奈を征服しようとしているひとりの男でもある。

　押しつけてくる下半身は、すでに半分ほど勃ち上がっている。その強い欲望に、英奈はジリジリと炙あぶられているような気さえしてくる。

　少しだけ身体を離そうともがくと、さらに強く抱きしめられ、胸元に顔を押しつけられた。

「エナ、聞こえる？」

　早鐘のような鼓動──欲望の奔流を必死に耐えているのだと言わんばかりの切羽詰まった声。それがなんだか愛しくて、英奈は彼の背中に腕を回した。

「聞こえる」

「僕はもう、エナを裸にして、メチャクチャに愛したい」

　ストレートな言葉にクラクラする。今までに、ここまで英奈を求めてきた男がいただろうか。

「愛して……」

　そう誘った。彼の背中に回した手に力を込めると、アードリアンはますます腕に力を込めて、英奈の顔にキスの雨を降らせた。

　細い、けれど男らしい手で、力で、英奈の胸を揉みしだく。甘く溢れる吐息をすくい取るように、アードリアンは彼女の唇を丹念に舐め、耳朶をゆるく噛み、首筋にもキスをした。

　英奈の身体の奥から、最初の快感の波がやってくるのを、彼は間近で見詰めている。

「アードリアン……」

　自分を呼ぶ声が小さく震えたのを、彼は感じていた。右手を英奈の胸元で遊ばせながら、左手を背中から下半身へと滑らせていく。

「エナ、気持ちいいの？」

「……言わせるんだ？」

　うっすらと目を閉じかけていた英奈は、瞼を上げてチラリとその綺麗な顔を見返す。アードリアンはニコリと笑って頷いたが、瞳の奥には獰猛な欲望が渦巻いていた。

「気持ちいいわよ」

「うん」

「……だから、早く脱がせて」

「はい」

　彼女の言葉に、アードリアンは恭うやうやしく頷き、促すように視線を流す。つられて見た先には、寝室にある豪華なキングサイズのベッドがあった。

「えっ？」

　背の高いアードリアンが屈んだ途端に、英奈は小さく抵抗する。

「無理無理無理！」

　慌てて彼を突き放すように身体を離した。

　なぜなら彼は、英奈をお姫様抱っこでベッドに連れて行こうとしたからだ。

「なぜ？」

「重いから」

　体重を知られてしまうという羞恥もあったが、それ以上に、大人の女性をアードリアンが抱き抱えられるとは到底思えなかった。

「エナくらい、抱き上げられるよ？」

「……そんな華奢な身体で？」

　すると綺麗な王子は、にっこりと笑って軽々と英奈を抱き上げてみせた。

「華奢じゃないです」

「……ホントだ」

　英奈は認めざるを得なかった。彼が、とても綺麗で華奢に見えるとしても、身体はしっかりとした男であると言うことを。

「女性は、お姫様抱っこを望むものなんでしょう？」

「……相手によると思うけど」

　そう返しながらも、英奈は彼の首筋に腕を回して身体をゆだねた。英奈を抱いて寝室に入るときにも、彼は重たそうなそぶりすら見せなかった。

　そして、丁寧に、とても大切な物を扱うように、英奈をベッドの上に下ろす。

「抱かれ心地はいかがでしたか？」

　いたずらっ子みたいに言う彼に、英奈は感心したような顔で言った。

「極上でした」

「すてきな乗り心地でしょう？」

「そうね……」

　そろりと手を伸ばして、背中のファスナーを下ろそうとする手に協力するように、英奈は少し前屈みになる。

　彼は丁寧に英奈の髪を避け、ファスナーを恭しく下ろした。スルリと腕を外して、下着姿になった英奈を、アードリアンはまじまじと見詰める。

「見ないで」

「見たいです」

「後ろ見てて、自分で脱ぐから」

「それは許されません。あなたも、さっき脱がせてって言った」

「……そうだけど」

　その辺りは頑として譲らなかった。仕方なく、英奈は彼の手に自分をゆだねる。彼はゆっくりと丁寧に、英奈の下着を脱がせた。

「アードリアンは脱がないの？」

「僕の裸を見たいですか？」

　見たい、と答えてから、英奈は手を伸ばして彼のシャツをパンツから引き出した。少し乱暴にボタンを外していく。

「エナは性急だ」

　少し笑うような声が頭上から聞こえてきたが、その声に微かに興奮が混じっているのを英奈は聞き逃さなかった。

「アードリアン、興奮してる」

「そうです」

　英奈は、上半身をはだけたアードリアンに組み敷かれた。アードリアンの高い体温に包まれる。雄の匂いが強くなったような気がした。

　彼の掌が英奈の白い肌の上を這う。首筋を舐め下ろして、ゆるく揉んで突き立った乳首の先にキスをされると、英奈の吐息が少し濡れた。

　焦らすような、それでいて巧みな愛撫に、英奈の身体がどんどん蕩けていく。今まで感じたことがないような快感が、体の内側から湧き出てくる。

　それは際限なくあふれ出し、アードリアンの指先を濡らした。

「濡れてる」

　少し感動したように言うアードリアンの唇を、英奈は自分の唇でふさぐ。

「言わないでよ」

「燃えない？」

「何で日本語勉強したの」

　呆れた口調で言った英奈は、次の瞬間ハッと息を呑み、甘苦しい溜息を漏らした。アードリアンの指先が、英奈の内側に入ってきたのだ。

　それはとても繊細な動きで、英奈の内側を侵していく。クチュ、と濡れた音が聞こえるたびに、英奈は耳からも犯されていく。

「ああ……」

　彼の唇が突き立った乳首に触れる。ゆるりと舐め、強く吸われると、それだけで腰が揺れてしまう。

「エナ、綺麗だ」

　彼の声に、エナが震える瞼を上げる。少し困ったような表情で、アードリアンが見詰めている。

「ふふっ……」

　その顔が、お預けを喰らった犬みたいに見えて、英奈は少し笑ってしまった。欲望と、抑圧とが彼の中でせめぎ合っているのが、手に取るようにわかる。

「もっと、乱暴にしても大丈夫なのに」

　英奈の誘惑にアードリアンは勝てない。彼女の身体に覆い被さると、嵐のような乱暴さで香り立つ肌を蹂躙した。

　左の胸をきつく揉みしだきながら、右の乳首を舌先で転がし、緩く噛む。乱暴に脱いだパンツと下着が、ベッドの端からドサリと床の上に落ちた。

　熱い彼の分身が、英奈の太股にこすりつけられる。我慢できないというように、少し濡れた感触さえ伝えてきた。

　大胆に両脚を開いて彼の身体を挟み込む。その間に身を置くと、彼は一瞬身体を起こして高い位置から英奈を見下ろした。

「綺麗な花が乱れる姿が、こんなに感動的だとは……」

「文語的」

　笑おうとしたが笑えなかった。彼の両手が英奈の腰から下へと撫で下ろされていったからだ。

　震えるような快感が駆け上がってきた。小さな悲鳴を上げそうになるのを、必死になって抑える。

　彼の腕の力に従って膝を曲げる。アードリアンは身体を屈めて、英奈の白い腿の内側に口づけする。何度も何度も強く吸って、バラ色の跡を残した。

「アードリアン……」

　名を呼んでも、彼はそれを止めない。それどころか、力強い舌先で、英奈の濡れた泉近くまで舐め上げてくる。

「あぁ……っ」

　掴まれた両脚が震えた。自分の秘所を間近で見られているという羞恥と、それを押さえつけて尚湧き上がってくる快感に苛さいなまれる。

「エナ、腰が揺れてる」

　からかうような声に、もう言い返す気力もなかった。ただ、内側から溢れかえる泉の中に、彼を迎え入れることしか考えられなくなっていた。

「きて」

　懇願する。

「ねえ、私の中にきて」

　何度も切実な声で乞い願う。

「お願い……」

　見下ろす彼は、征服する者の表情で獰猛に笑い、英奈の腰を掴んだ。

　先端を少しだけ遊ばせ、押し当てる。彼はゆっくりと、英奈の中に自身を沈ませた。

「あ──あ、ぁ……」

　快感と言うよりは、気の遠くなるような充溢感が英奈を襲う。蕩けてなくなりそうな身体を、彼の手がしっかりと掴んでくれていた。

「エナ」

　間近で聞こえた彼の声に応えるように、英奈は自らの両腕を上げて彼の背中に回す。

　世界中で、彼ひとりだけ。

　それ以外には何もいらない。何も存在しない……そんな瞬間だった。

















第一章




　奥おく沢さわ英奈は、この春から大学二年になった。参加しているサークルはなかったが、友人や先輩の紹介で、様々なサークルに飛び入り参加することがある。

　特に体育会系ではないが、なぜかサークルの飲み会に声がかかることは多かった。あるいは、講演会などのサクラとしても声がかかる。

　英奈は、何にでも興味を示すし、誰にでも公平に接する。いわゆる人好きのする類の人間だった。

　だから、彼女の周囲には人が集まっていた。

　特別華やかな容姿ではないものの、すっきりとしたスタイルと、黙っていると少しきつく感じられる奥二重の目が、笑うと人なつこく崩れるのが人気の一つかもしれない。

　男女問わずに人気があるので、いつも数人で行動しているように見えたが、もちろんそれは彼女が意図せずに人を集めているからだ。

「英奈、マスコミ特講とるの？」

「とりたいな～、興味あるし」

「就職はそっち系か？」

「まだわからないけど。いろいろと視野は広げたい」

　周囲にいる友人達と、今年度に取得する講義の話をしているのは、キャンパス内に点在するカフェテラスの一つだ。

　英奈達が入学する前年度に改装された場所で、噴水を半円に取り囲むように屋外席があり、天気のいい日はすぐに席が一杯になってしまう。

「必修はとりあえずいいとして、選択を……」

　特に仲のいい友人達が、英奈と一緒にどの講義をとるか悩んでいる。これも、年度頭の風物詩でもある。

「そういえば私、サークルに入りませんかって声かけられた」

　そう言った英奈に、友人が笑う。

「いや英奈、フレッシュに見られすぎ！」

「そんなに馴染んでない？」

「馴染んでるけど。若く見られてるってことじゃないの」

「私、これでも今年二十歳」

　友人達と軽口を叩きながら過ごす時間が、英奈は好きだ。特別に何をするわけでもないが、お茶を飲みながら（あるいは酒を飲みながら）話をして時間をつぶすのが、何よりも楽しい。

　それは、男女問わずに、だった。双方の考え方の違いや感じ方の違いを知るのも楽しかったし、同性の常識が異性の非常識だったりと、ささやかな気づきがおもしろい。

「あ、私、今年は心理学の講義とろう」

「心理学？」

「おもしろそうだから」

「遊べなくない？」

「大学生なんて、勉強してナンボでしょ」

　英奈の言い分に、周囲のみんな「え～？」と呆れた声を上げる。

「あら、皆さん、大学に何しに来てるのかしら？」

　英奈が問うと、それぞれが好き勝手に言う。

「就職のためのツテ探し」

「それな！」

　せっかく２年になったばかりだというのに、もうそんな話が出るのかと辟へき易えきしながらも、英奈は講義の一覧に目を通していく。

「せっかくお安く勉強できるって言うのに～」

「英奈みたいな考え方、珍しいって」

「そうかな」

「そうそう」

　基本的にみんな、勉強は好きではない。もちろん英奈も、押しつけられる勉強は嫌いだ。だが、少しでも興味がある物は齧ってみたい。

「だって就職したら、そんなに時間がないかもしれないじゃない」

「それはそうだけど～」

「英奈、正論過ぎて時々驚くわ」

「え～？」

　そんなこと言われても、と英奈は思う。確かに、勉強以外にだってやりたいことも興味のあることもある。だから、それはもちろん時間を作って何とかしている。

　でも、大学を卒業してから勉強するとなると、わざわざ時間を割いて習いに行かなくてはならないことが多いのも確かだ。

「英奈は勉強好きすぎだよ」

「別に、そんなに好きなわけじゃないけどさ」

　押しつけられるのは嫌い──それは、小さい頃から変わっていない。

「趣味だと思えばいいんじゃないかな」

「それこそ奇跡だから！」

　数人が声を揃えていった。

　──気が合いすぎだよ。そっちが奇跡だわ。

　英奈は笑いながら、心の中で突っ込んだ。

　友人同士の交流ですらも、スマホがあれば直接対面しなくても済む。だが、英奈の中では一定のルールがあった。

『直接会っているときに会話をしないのは、友達と呼べない』

　今どき何を言っているんだと、友人達は笑うだろう。実際に、そんな友人（？）が半分を占めている。

　だったら会わなくてもいいじゃない、というのが英奈の考えだ。話もしないのに会う必要性なんて感じない。

　英奈の両親の考えがそうだから、というわけではない。英奈自身がそう思っているのだ。

『それ、昭和』

　そう言われたこともあるが、英奈が納得できないのだから仕方がない。

「選択は、まあ、おもしろくなかったら単位とらなくてもいいし」

「確かにね～。英奈みたいにたくさんとっておけば、捨ててもいいけどさ。ギリだとヤバイわ」

　そう言うことだ。そんな意味もあって、英奈は多めに講義を受けることにしている。

　履修申告の締切は今週末まで。それまでに、自分の受けたい講義と、友人たちと一緒に受ける講義との調整を含めて大学側に申告しなくてはならない。

「これ、ホントにめんどくさいわ」

　友人のぼやきに英奈は笑った。

「これから１年が始まる～って感じだよね」

「嬉しそうに……」

　友人達のぼやきに、英奈は楽しそうに笑っただけだった。




　ゴールデンウィークが終わった５月半ば、大講堂での講義を前に、友人達と席取りをしようと早めに講堂に入った。

　前過ぎても後ろ過ぎてもいけない。大講堂の席取りは、案外大事だ。

　中段辺りの中央が一番望ましい。首が疲れず、講師を照らすライトが席まで届かず、示される画面も見えるからだ。

　何度か講義を受けているので、講義仲間の顔ぶれも何となくわかってくる時期で、座る位置も大体決まってくる頃でもある。

「あら、先客」

　英奈達のグループは６人ほどで、大体まとまって席を取る。前後の段で３名ずつ。その、彼女たちが座ろうとしていた席の真ん中に、見慣れない顔を見つけた。

「仕方ない、ずらそう」

　そう言った英奈の声に気付いたのか、その先客が彼女たちに振り向いた。

　前髪が長めの黒髪はちょっともっさりしていて、眼鏡と相まっていかにも垢抜けない感じの男子生徒だ。

「あ、すみません。ずれます？」

　彼が気を利かせて立ち上がろうとするのを、英奈が制した。

「あ、大丈夫。１段ずれるから。気にしないで」

「スミマセン」

　そのおどおどとした様子と言葉のニュアンスで、英奈はあることに気付く。

「あなた、留学生？」

「はい、そうです」

「ごめんなさい、気を遣わせて。大丈夫だから」

　にっこりと笑った英奈に、彼は目をぱちくりとさせて彼女を見詰める。

「英奈、こっちに席とるよ」

「あ、うん」

　友人に振り返って返事をすると、もう一度彼を見て、安心させるようにニコリと笑う。

「じゃあ、あっちに座るから」

「はい」

　彼は、彼女の顔を見返してカクンと首を頷かせた。

「何話してたの？」

「留学生なんだって」

　友人に問われて、英奈は返す。

「新入生だって右も左もわからないんだもの。ましてや、ひとりで留学してきたんじゃ、ちょっと大変かもね」

「どこからだって？」

「そこまで聞いてない」

「もっさりした子だね」

　友人の言葉に、英奈が笑う。

「なんで『子』なのよ。年下確定？」

　すると、もうひとりが笑った。

「何となくだよね」

　彼女たちが自分のことを話していると気付いたのか、それとも会話の内容は気付かないまでも、視線が気になったのか、眼鏡の留学生はチラリと英奈達の方を見る。

　英奈はそれに、安心させるような笑顔で頷いてみせた。

「英奈姐さん、なんか世話焼きの虫が疼いている気がするよ～」

　そう友人が言ったとおり、英奈はどちらかというと世話焼きタイプだった。

　寝坊をする友人を電話で起こしたり、出席の少ない友人を諭したり、酔っ払って帰れなくなった友人を迎えに行ったり……。

　とにかく、世話焼きなので頼られることも多い。

　そんな彼女たちの言うとおり、英奈は先程の留学生がちょっと気になっていた。心細そうな感じがするので、何かしてあげたいという気持ちが疼くのだ。

「世話を焼きすぎると、甘えるぞ。こいつらみたいに」

　女子の数人を指さして、男友達がそう言う。そんな彼に振り返り、女子が一斉に口を開く。

「原はら田だ、黙ってな」

「女子こえ～」

　しかし、彼の言うことは一理ある。甘えてばかりの友人達の中で、原田の一言はありがたいと思うこともある英奈である。

「……へぇ」

　英奈は、二段下の横顔を眺めていた。おどおどとした、やや小柄な留学生は、それでも真剣な顔をしてテキストを眺めている。

　──真面目なんだなぁ。

　きちんと勉強をして、日本語を習って、何かしらを身につけて母国に戻ろうとしているのだろう。

　それだけで、英奈の周囲にいる友人達よりは数倍偉いと感じられる。

「見習わなきゃなー」

　そう呟いた英奈の声は、もちろん友人達の耳には届かない。講義が始まるまでの間、スマホでやりとりをしながら時間をつぶすのが常の彼女たちだ。

　静かだが、小さな箱の中は、まるでおもちゃ箱みたいに賑やかなのだ。

　席について十分後、講師が講壇に上がる。大人数を相手の講義はおもしろいのかなぁ、なんて思いながら、英奈はペンを持った。




「バイトしなくていいなんて、ホント羨ましいから」

　英奈がいつも友人に言われる台詞だ。しかし、実際にはしなくていいわけではなくて、する時間がないのだ。

　英奈の家は特別裕福というわけではないが、それでも、必要なものであれば買ってもらえたし、それ以前に、英奈自身がそれほど遊ぶ金を必要としていなかったということもある。

　興味のあることは他にあった。高価なものは、相応の収入がある者が自力で購入すればいいと思っていたし、そもそも、高価なものに見合う自分であるとは到底思っていなかった。

　英奈の両親の教えは『分相応』だ。努力しない者に無条件で与えられる物は多くはないのだという教育方針だったから、英奈もそう考えるようになった。

　ただし、彼女が特別勉強ばかりしているわけではなかった。そんな人間だったら、周囲に人など集まるはずもない。

　英奈は以前からボランティア活動をしている。それは、世話好きの彼女にはとても合っていた。子どもやお年寄りの面倒を見たり、絵本の朗読会に参加したりと、活動は多岐にわたる。

　それを周囲に進んで言うことはなかったが、英奈の活動を知っている友人が話題にすることはあった。

　当たりが柔らかいのにしっかりと自分を持っている──それが彼女の好ましいところなのだろう。

「バイトも、単発でやることはあるってば」

　それは本当だ。友人のツテで家庭教師を一時的に変わったり、親戚の仕事の手伝いをしたり、様々な職種の仕事を短期的にやったことは実際にある。

　ただ、長期間のものはなかったし、あまり時間を割かれるのも自分としては好きではなかった。

　英奈は、自分が未だ何者なのかよくわかっていなかったし、周囲から『しっかりしている』なんて言われることはあっても、自分が将来どんな人間になれるのかなんて、具体的に考えたこともない。

　それこそ、今はいろいろなことをやって、いろいろな人と関わって、見聞を広げる──というのが第一目的だ。

　だからある意味、将来なりたい仕事のためにコネを作る、なんて断言している友人の方が、英奈から見たらしっかりしていると思うのだ。

「そして、安定した高収入の男をゲットして結婚する！」

「……そう」

　仕方がないから英奈も彼女らの夢にぼんやりと笑って返すものの、自分の結婚がイメージできないので、同調のしようがない。

「だから、学生のうちは遊ぶんだ～」

「結局遊ぶんじゃない」

　英奈に突っ込まれた友人は、悪びれもせずに笑った。

　英奈と仲のいい友人達のうち、二人は高校時代から付き合っている相手がいて、もう一人は大学に入ってから彼氏ができたが、今はもう一人いい男がいるからアタック中だという。

「ひとりいれば十分じゃない？」

　呆れた英奈の言葉に、彼女は首を振った。

「ひとりずつ付き合っていたんじゃ、効率が悪いじゃない」

「何、効率って？」

「運命の相手と出会う確率っ」

「始まったよ、優衣のお付き合い観」

　ひとりがそう言った。複数の男と付き合いながらも、彼女は『運命の男と出会うために努力している』なんて言うのだ。

「努力ってねぇ」

「あんまりいい印象ないじゃんねぇ」

　友人からはそう言われるが、彼女はまったくくじけない。

「だって、どこにいるかわからないから」

「そのうち出会うんじゃないの、本当に運命の相手なら」

　至ってのんびりとした意見を言った英奈だったが、それには他の友人達も予想外に頷いてくれた。

「そうそう、英奈の言うとおり。だからって、彼氏作らなくていいってことじゃないからね。英奈は無関心すぎだよ」

「別に無関心じゃないってば。高校時代は、付き合ってた彼氏だっていたよ」

　実際に、高校の時には３年を通して二人と付き合ってみた。だけど、何となく違うという違和感があって、結局は別れてしまった。

「英奈は理想が高すぎるんだよ」

　そう言われたが、英奈は彼女たちに自分の理想の男像を語ったことなんて一度もない。

「いや、私の理想の男なんて言ってないじゃない」

「何となくわかる～」

　時々英奈は、こういう『女子の話』が面倒臭くなる。効率的ではないと思ってしまう。まあ、それも自分の悪いところなのだろうと、反省することもあるのだが。

　それでも、彼女たちに悪気があるわけではないし、英奈が知らないこともいろいろと知っている。だから一緒にいる。

「じゃあ、英奈の理想の男像ってどんな？」

「特にないけど」

「誰でもいいわけじゃないでしょ？」

「そりゃそうだけど……感覚が合う合わないっていうのは、大事だと思う」

「確かに～」

　カフェテリアは今日も天気がいい。４月に少し雨の日が続いたが、今はキャンパス内の鮮やかな緑を見渡すことができる。

　しかし、紫外線は彼女たちの敵なので、視界は良くても日陰の席を獲得することが必須でもある。

「あ……あの子」

　英奈が気がついて、ふと口にする。友人達は一斉に英奈の視線の先を見た。

「あ、ホントだ」

　彼のことが気がかりだからか、時々視界に入ってくる。最低、一日に一回くらいの頻度で。

「食券の買い方、わからないんじゃないの？」

「そんな感じだねぇ」

　券売機の前でウロウロしている彼を見かねて、英奈が立ち上がった。

「ヒロイン登場だ～」

　友人達のはやし立てるような声を背に、英奈は彼に向かって歩いて行った。

「こんにちは」

「あ、あぁ……」

　知っている顔だと思ったのか、彼はホッとしたような表情を見せた。相変わらずのもっさりとした髪型と眼鏡だが、笑顔はちょっとかわいいと思った。

「何か買いたいの？」

「これ、どうすればいいですか？」

　英奈は丁寧に券売機の使い方を教えた。

「ありがとうございました」

　彼はにっこり笑って、購入したばかりの券を握った。

「いいえ」

「あの、講義の時にも会いました」

「そうね」

「お名前訊いてもいいですか？」

　丁寧な口調で訊いてくる彼に、英奈は笑って答えた。

「英奈よ。奥沢英奈」

「エナ、さん。僕は、エイドリアンといいます」

「エイドリアン、ね。よろしく」

　英奈の笑顔は人なつこいと、友人達の間でも評判だ。もちろんそれは、彼にも有効だったようだ。

　彼の肩から少し力が抜け、安堵したような笑みが漏れた。

「どこの国から？」

「ヨーロッパです。北欧の……」

　そこまで言って、彼はちょっと口を噤つぐんだ。それに気付いて英奈が制す。

「北欧系なんだ？　それにしては、髪が黒いのね」

「はい。家系なのです」

　どこの家庭にも事情があるだろうし、言いにくいことだってあるだろうと英奈は察した。

「いつも一人？」

　英奈が問うと、彼はちょっと寂しそうな顔をした。

「友達が、なかなかできません」

「そうなの……私たちと一緒に来る？　あ、今は女ばかりだから、ちょっと近寄りがたいかもだけど」

　特別に非常識な人間がいるわけでもないし、英奈の友人達は比較的穏やかな性格の男女が多い。それ以前に英奈は、派手な人間やエキセントリックな人間とは深く付き合うのが苦手だ。

「エナさんたちと？」

「あ～、うるさいかなぁ」

　自分で誘ってみて、英奈はちょっと反省した。友人達に悪気はなくても、彼のことは根掘り葉掘り聞きたがるだろう。

　するとエイドリアンは、いやいやと両手を振って否定した。

「うるさいとか、そういうのはないです……そういうことはないと思います」

　丁寧に言い直すエイドリアンに、英奈が笑った。

「時々、話しかけていいかしら」

　心細そうな留学生を放ってはおけない。

　すると彼は、パァッと嬉しそうに破顔した。

「お願いします。僕も、エナさんに話しかけていいですか？」

「もちろん」

　──笑顔、かわいい。

　思わず、そんな風に思ってしまったほど、彼の笑顔がかわいく見えてしまった。よほど心細く、頼れる人間が欲しかったのだろう。

　特別に連絡先を交換するわけではない。キャンパス内で顔を合わせたときくらい、彼と話したっていいじゃない、と英奈は思った。

　それだけでも、彼の不安を少しくらいは解消できるだろう、と。

「ありがとうございます」

　そう言った彼を残して、英奈は友人達の待つ席へと戻っていった。

「親しそうだったじゃない」

「何話した？」

　それに英奈は、彼が北欧系の国から来ている留学生だということを話した。

「情報、それだけ？」

「それだけに決まってるでしょ。何しに行ったと思ってるのよ」

　あきれ顔の英奈に、それでも彼女らはグイグイと詰め寄る。

「なんか笑ってたから」

「ああ……」

　英奈は先程の会話を思い返した。

「見かけたら、声かけてねって言っておいた」

「おお～」

　彼女らの感心したような声に、思わず苦笑する。

「名前訊いた？　名前」

「エイドリアン君」

「欧米人っぽい！」

「ヨーロッパだからね」

　彼のことを、自分の友人みたいに紹介するのは、何となく楽しかった。

「まだ不安そうだから、みんなも気をつけてあげてよ」

「うんっ」

　海外からのかわいい男の子と話す機会ができるのかと、彼女たちは思いっきり頷いた。

「あ、でも、怖がらせないであげてよね」

「英奈、ひどいわ！」

　彼女たちが楽しそうに笑い声をあげているのを、当のエイドリアンは離れた席から見詰めていた。手には、先程買ったばかりのカフェラテのカップがある。

　会話の内容までは理解できなくても、楽しそうに笑い合う華やかな女子の集まりであることだけは認識できているのだろう。

　視線を上げると、エイドリアンと目が合った。彼は一瞬戸惑った表情をしてから、はにかんだように笑った。心がほわりと温かくなるような笑顔に、英奈も思わず笑い返した。

　横に立っても、彼と英奈はそんなに身長は変わらない。英奈が百六十センチで、彼はその５センチくらい上だろうか。

　欧米の男性にしては小柄な方だ。それとも、案外これから成長するのかもしれないなんて、英奈は思っていた。

　遠い国に一人で勉強をしに来て、生活だって慣れないだろうし、いろいろと大変なのだろうと容易に想像が付く。

　できれば、最終的に楽しかったと思って母国に帰ってもらいたいと思いながら、英奈は手元のカップを見詰めていた。

　暖かな空気で、カップの中の氷の角が丸くなっている。少し水っぽくなってしまったそれを、英奈は一気に飲み干した。





第二章




「エナさん」

　エイドリアンは、人なつこい笑顔を浮かべて走り寄ってきた。まるで、飼い主を見つけた子犬みたいだと英奈は思う。

「わんこだ」

　英奈の友人達も、どうやら同じように思ったらしい。

　彼は、英奈の友人ともすっかり顔なじみになった。夏休みを前に、英奈の友人達の名前もすっかり覚えていた。

「エナ、ユミさん、ノゾミさん、ノノちゃん、幸こう田だくん、原田」

「なんで俺だけ呼び捨てだよ」

　全員の名前を覚えたと、自慢げに一人ずつ指さして言っていた彼に、原田がぼやく。

「いいじゃん、原田はタメと思われてるんだから」

「そうそう、親しさの表れ。英奈といっしょじゃない」

　みんなが笑いながら言っている。確かに、一番最初に声をかけた英奈とは、ある意味付き合いが長いわけで、英奈を呼び捨てにするのはわかるのだ。

「みんながそう呼んでるからじゃないの」

　英奈はもっともなことを言ってみんなを頷かせた。確かに、なぜか原田は、男女を問わず呼び捨てにされている。

　原田当人も、言われてふと気付いたようだ。

「あれ、ホントだ。なんで俺だけ呼び捨てなんだよ」

　今更何言ってんだよ、と周囲から突っ込まれている。しかし、当人に思い当たる節はないようだ。

「エイドリアンが呼び捨てなのも仕方ないか」

　原田は諦めたように言った。

「名前、違いますか？」

　小柄な彼が、原田の顔を覗き込みながら、少し申し訳なさそうに言う。それに彼は、慌てて首を振った。

「いやいや、エイドリアンが悪いわけじゃないから。悪いのはこいつらだから」

「こいつら──皆さん、何かが悪いですか？」

　微妙におかしな会話だが、それがなんだかかわいくもある。彼はどちらかというと、みんなのマスコット的な存在になりつつあった。

「エナさん？」

　だが、彼にとって、一番はやはり英奈なのだろう。

「何？」

「明日の心理学の講義で、また会います……会いましょう？」

　言い直した彼に笑って英奈は頷く。

「そうね。また明日会いましょうね」

　彼女の話し方は、まるで小さな弟にでも話しかけているようなそれだ。優しくて、丁寧なのはもちろん、留学生のエイドリアンが理解しやすいようにである。

　離れていったエイドリアンの背中を見ながら、原田が感心したように言った。

「挨拶するためだけに走ってきたのか？」

「健気だわ～」

　感心したように望のぞみが言う。

「ホント、わんこみたいでかわいい」

　語尾にハートでもついているみたいに言ったのはノノちゃんである。高校時代からのあだ名のようだ。

「エイドリアンって、同い年だよね？」

　ユミが言うのに、英奈は、

「そう言えば、確認したことないなぁ……」

　と呟いた。時々一緒になる講義は選択科目なので、年齢が同じではないのかもしれない。

「年下っぽいよな」

　幸田が言ったのに、みんなが頷いた。

「確かに、素直でかわいいよね」

　英奈が呟いた言葉尻を原田が捉える。

「あれ、英奈は年下が好み？」

「そんな話してるんじゃないでしょ。あ、原田、嫉妬かな？」

　ユミの言葉に、彼はヒクリと頬を引きつらせたが、かろうじて「そんなわけないだろ」と返した。

「みんなかわいいって思ってるのを、私が代表して言っただけなのに……ねぇ？」

　英奈の言葉に、みんながうんうんと頷いた。確かにエイドリアンは、弟みたいにかわいい──仮に、弟がかわいい存在だとして、だが。

　彼はあまり自分のことを話さない。北欧の小さな国から、公費で留学してきているということくらいだ。

　公用語は英語、文化はちょっと遅れているが、自然の多い素敵な国だと言うこと。あとは、彼の国が聞いたことのないくらい小さな国であるということ。

　彼について知っているのは、これくらいだった。

「謎の転校生……」

「転校生じゃないから」

　原田が言った言葉に、他の全員が一斉に突っ込んだ。




「夏休みが仮にあったとして……」

「いや、仮じゃなくてもあるよ」

　実際のところ、あと一週間したら夏休みに入る。

　ただし、現在は前期試験のまっただ中であった。

「ただでさえ、通学が辛いのに。試験とか……試験とか……」

「学生だから仕方ないから」

　英奈が呟く。だが、試験が好きなわけではないし、試験のために勉強しているわけでもない。つまるところ、英奈は試験が嫌いだ。

　大学によっては、夏休みの直後に前期試験があるところもあるらしい。どちらがいいのか、友人達と議論したことがある。

　結果、やはり夏休み前がいいんじゃないの、ということになった。

　試験が終わってしまえばこっちのものだ。勉強を忘れて思い切り遊ぶこともできる。しかし、休み明けに試験となると、そうもいかないだろう。

「試験はいやだけど、どっちかって言ったら、消去法で休み前」

　それはみんなも仕方なく納得した。

　かといって、早く社会人になりたいというわけでもない。この大学の期間は、彼らにとって社会に踏み出す前の執行猶予みたいなものだ。

　いつものメンバーで図書館に行く。英奈は時々図書館を使うが、他の友人達は滅多に寄りつかない。

　試験前とか、レポート提出前とか、そのくらいのタイミングでしか彼らは図書館を使わないのだ。

「時々来ればいいのに」

　英奈が誘っても、誰も首を縦に振らない。

「結構、冷房効いてて気持ちいいよ？」

　それでも首を縦に振らない。みんな、図書館をどんな場所だと思っているのだろうか。図書館に併設したカフェは明るくて空いているし、図書館の本をそこで読むこともできる。

　なかなか素敵なところなのに、と英奈は思うのだが。

「日本の図書館は、とてもハイテクで居心地もいいです」

　とはエイドリアンの弁だ。

　今回は図書館での勉強会に、エイドリアンもいた。彼は行儀良く、テキストとノートを眺め、いろいろと書き写し、ブツブツと独り言を言いながら没頭している。

　その一生懸命な感じが微笑ましく、彼の姿を時々眺めては、自分の勉強に戻ったりしているのだ。

　集中しているエイドリアンだが、やはりわからない部分があるらしく、時々、英奈や他の仲間に訊いている。それは、漢字の読み方だったり、意味の確認だったりである。

「でも、日本語は本当にうまいよね。どこで習ったの？」

　英奈が訊くと、彼はちょっとはにかんだように笑って答えた。

「家庭教師に教えてもらいました」

「えっ？」

　英奈と一緒に、下を向いて勉強をしていた仲間達も顔を上げた。

「家庭教師？」

「……はい……自分だけじゃわからなかったので」

「最初は自力で勉強したの？」

「はい。本とか、ネットとかで」

　彼の母国はとても小さな国だと聞いていた。だとしたら、日本語はそれほどポピュラーな外国語ではなく、日本語学校なんてものもないのかもしれない。

「どうして日本語を習いたいと思ったの？」

「最初はアニメで」

「やっぱりか～」

　何となく予想が付いていたのか、原田が言った。日本の文化交流と言ったら、まず最初にアニメかゲームか、というところだろう。

　大体、外国人が日本語を習うきっかけがその辺りというのは、今や聞き慣れた話だ。

　時々彼と話をして気を紛らわせつつ、彼らは夜の７時近くまで図書館で勉強をした。滅多にないことだ。

　自動ドアから一歩出ると、むわっと湿度の高い熱気に包まれる。今まで、冷房の効いた快適な環境にいたのに、いきなりの環境的な暴力を受けている。

「ぐわっ、暑さで殺されるっ」

　幸田の言葉も、あながち嘘ではない。ただ、彼は大げさだ。その様子を見て、エイドリアンがなんだかソワソワしている。多分、心配しているのだろう。

「エイドリアン、心配しなくていいから。冗談だから」

　英奈の言葉に、彼はホッとしたような表情をする。白い肌は、北欧の人間の特徴なのだろう。頬が少し紅潮しているようにも見える。唇の色も赤かった。

「なんか食ってこう」

　原田の提案にみんなが賛成する。

「君も来るでしょう？」

　英奈がエイドリアンを誘ったが、迷っている様子だった。

「あ、日本食が苦手とか？」

「違います」

「先約がある？」

　彼はちょっと困ったような顔をし、言葉を探しているようだ。そして、再び口を開いた。

「あの、お世話になっているところがありますので……」

「あ、そうか。食事を用意してもらってるんだ」

　それが彼が簡単に頷けない理由だったのだと理解した。

「じゃあ、またの機会にしましょう。ね？」

　やはり小さな弟に話しかける姉のような口調になって、英奈が言う。それにエイドリアンは、何度も頷いて、申し訳なさそうに帰って行った。

「う～ん、やっぱりかわいいか」

　原田が思わず言ったのに、みんな「今更か」と返す。

「あれ、もしかして原田、そっちに目覚めちゃった？」

　茶化した幸田に、一瞬真面目な顔をする。そんな彼に、却って周囲が慌てた。

「え、マジか？」

「いや、何言ってんだよ。てか、そっちってどっち？」

　相変わらずの軽口を叩きながら、行き慣れたファミレスへと向かう。彼らはどちらかというと、居酒屋よりはファミレスが好きだ。

　ファミレスでも酒は飲めるし、食事もできる。そして何より、単価は安くて済む。頻度が高い分、単価は低く済ませたい彼らなのだ。

「留学生の試験って、みんなと同じなのかな？」

「う～ん？　それって結構きついよなぁ。もしかして、別にあるんじゃないの」

「そりゃそうか。そもそも、試験問題読むだけで大変かも、だもんね」

　同じ時間内で日本人と同じ問題を解くのは、酷な話だろう。大学だって、それなりに考えているはず──と彼らは推測した。

「そもそも、彼って卒業までいるの？」

「さあ、どうなんだろう。それは聞いてなかったな……」

　英奈が答える。留学にだっていくつかの種類や期間があるだろう。彼の場合はどうなのだろうか……。

「一生懸命、勉強してるから、何かしら得てほしいと思うわ」

　その言葉に、みんなが神妙な顔をして頷いた。

「キーマカレーのお客様」

「あ、俺」

　店員が料理を持ってきてくれた。この暑いときにあえてカレー、という原田である。

「外はうだるような暑さなのに……」

　実際、湿度は高いし気温は高いし、アスファルトは熱いしで、毎日通学することさえ辛いというのに……。

「そう言えば、エイドリアンって北欧って言ってたじゃない。この日本の高温多湿、大丈夫なのかね」

「確かに」

　彼の母国とは気候もかなり違うだろうから、堪えているはずだ。もしかしたら、体調が良くなくて誘いを断ったのかもしれない。

「う～ん。もうちょっと察してあげるべきだったのかも」

　英奈のことばかり言うが、みんなだって結構面倒見がいい。

　色白の彼の頬が、時々ちょっと赤いのは、暑さのせいだったのかもしれないと、今更のようにみんなが気付いたのだ。

「屋内は確かに冷房が効いてるけど、外は厳しいもんなぁ」

　全員で何となく、海外から来た弟を思いやっている気持ちになる。

「気をつけてやらないと」

　原田が、やっぱり弟を思いやる兄みたいな口調で言うのを聞いて、英奈がクスッと笑う。

「何？」

「エイドリアンの、日本のお兄さん」

「今更だよ。みんなだってそんな感じだろ」

「確かにね～」

　のんびりと話しながら食事をする。だが、試験直前なので、それ程長居をするわけにもいかない。いつもだったら、朝まででも話していこうなんて言う輩も出るくらいなのに。

「ああ、気がついたら試験終わってないかな」

　誰かが言った。だが、他の一人が呟く。

「寝てれば終わるよ」

「怖いわ」

　少しでも気を紛らわすための軽口も、いつもと比べてどこか切れが悪い感じがするのは、気のせいだろうか。

「ま、がんばるしかないわな」

　諦めたような口調に頷いて、みんな早々に解散した。

　英奈は、帰宅途中でふとエイドリアンのことを思い出していた。

　お世話になっている家があるという。それなら、彼の日本での生活は、思ったほど大変ではないのかもしれない。

　それなら自分たちは、彼が大学にいる間だけ気を配っていればいいと言うことでもある。

　ちょっとホッとしていた。時々、彼はどこに帰っているのだろうと思うこともあるのだが、ちゃんとした場所で生活できているのなら、それが一番だ。

「いやいや、人のことより自分のことだって」

　自分だって、試験前でそんなに余裕はない。ただ、彼の日本の友人として、親切にしてあげたいとは心から思っていた。




　試験の結果を考えるのは止めよう！　と言ったのは、多分原田だ。そしてみんな、それに力強く頷いた。

　試験の最終日、全員揃っていた。最終日の最終試験が、必修だったせいだ。

　これが選択だった場合は、それぞれ別々な講義を選択しているため、コマが合わずに全員が集まるということはない。

「なかなか奇跡的だ。打ち上げやろう！」

　そう言った原田だったが、英奈を除いた女子３名は、彼氏とデートだとかで早々に帰って行ってしまった。

「英奈、おまえ大丈夫か？」

　ちょっと憐れみの視線を向けられて、英奈がムッとする。

「は？　付き合ってあげてんだけど？」

　逆に感謝してほしいくらいよ、と彼女は言った。残されたのは、英奈と原田と幸田の３人だ。逆に言うと、彼氏彼女がいない組である。

「打ち上げいいじゃん。試験終わった感＆明日から休みだぜ祝い、みたいな」

　なぁ？　と満面の笑顔で幸田が言った。そう、何はともあれ試験は終わった。後は野となれ山となれ、だ。

「あの子はどうかね、エイドリアン」

「今日が最終日かどうか？」

「ん～、誘ったら来るかな」

「私、連絡先知らないよ？」

「えっ」

「えっ？」

　英奈たちは、今更ながらにエイドリアンの連絡先を知らないことに気がついた。

「聞いてなかったんだ？」

「なかった。こんなに親しくなると思ってなかったし」

「確かになぁ。一緒に図書館で勉強する仲になっちゃったもんなぁ」

　なんだかしみじみと原田が言った。

「ちょっとミステリアスなところ、あるよなぁ」

「確かに……なんか、家のこともあんまり話したがらなかったり」

「俺たちのことは聞くのになぁ」

　しかし、日本の文化を知りたいのなら、いろいろと聞かれても仕方がないとは思う。思うのだが、エイドリアンが多少秘密主義な部分があるということも確かだ。

「夏休みくらいは、実家に帰るのかねぇ」

「そうだよね。帰るよね、普通」

　試験の打ち上げなのに、なぜかしんみりと彼のことに思いをはせる３人なのだった。




「久しぶり～」

　夏休み明け、９月の残暑の中で、彼らは再びキャンパス内で会った。

　案の定日焼けしている男２人と、意地でも焼くまいとしていた女４人が集まった。

「うわ、絶対この人達、ビーチで女子を落とそうと必死だったよ」

　ユミが言った。

「で、きっと成果なし、と」

　図星だったのか、彼らは二人とも口を噤んで言い返さなかった。それに、英奈が思わず笑い出す。

「なんだよ」

「いや、何でもないけど。男子かわいいなぁって」

「せめてかっこいいってゆって」

「ゆって、じゃないから。言ってだから。エイドリアンの前じゃダメだよ」

　なんだか最近、英奈は日本語に厳しい。それは、彼にきちんとした日本語を教えなくてはならないという使命感からだ。

「でも、言語は生き物だから。いろんなものがあるから」

　ものは言い様である。確かに一理あった。

「でも、原則は普通で」

「普通ってなんだろうねぇ」

「お、のっけからインテリジェンスなこと言って、どうした、男前？」

　幸田のその台詞に、女子４人が気がついた。ん？　という表情で原田を見る。

「原田、もしかして彼女できたの？」

　問いかけに、彼はグッと親指を突き立てた。

「おお～、お赤飯か！」

「奇跡が起きたんじゃない」

「おめでとう、原田。今日はお祝いだね」

「よかったねぇ」

　四人からそれぞれの言葉をもらった原田は、なんだか照れくさそうに笑っている。

「ん？　てことは、今フリーなのは幸田と私か」

「ちょうどいいから付き合っちゃえば？」

　周囲がはやし立てるが、そんなことに二人は動じない。その手のからかいは、中学・高校と通り過ぎてきている。

「結構です」

「俺もです」

　二人とも冷静にお断りした。それ以上の発展を見なかったので、そのネタはもちろんそこで立ち消えた。

「後は、エイドリアンがいればねぇ」

「彼、本国に戻ったのかしらねー」

「だったらお土産あるかな」

「いやね～、原田」

「なんだよ。土産、欲しいだろ」

「原田だって、海に行ったお土産、持ってきてないじゃん」

　突っ込まれて、彼は思わず「あ」と声を漏らした。今更のように気付いたみたいだ。

「こいつな～、彼女できて浮かれてるから。そんな気遣いはどこにもないです」

　幸田が代弁する。

「だから、エイドリアンにも言えないってことよ」

「確かに」

　原田が神妙な顔をして頷くのを見て、みんなが笑った。

「で、どんな彼女？」

　冷房の効いた屋内のカフェテリアで、彼らは原田を取り囲む。写真くらいは撮っているだろうと言うと、彼は渋々スマホを出した。

　しかし、渋々の割にはものすごく素直に大量の写真を見せてきた。

「うわ、かわいいけど、これだけ大量だとうざい」

　見せろといった割にはひどい言いぐさである。

「もしかして、ちょっと年上？」

「社会人です」

「合コンしてもらって、合コン！」

　幸田が必死に食い下がる。

「さすがに、ちょっと大人っぽいよね」

　浮かれた男二人を尻目に、原田の彼女をチェックしている。

「おい、チェックすんな」

　慌ててスマホを取り返した彼に、女子は微笑ましいような表情で見返した。

「なんだよ」

「いや、年上でもかわいい人だなぁって」

「優しすぎて怖い」

「長続きしますように」

　ノノちゃんが合掌した。

「不吉なことすんな」

　憮然として言い返した原田をみんなが笑った。今日は彼が弄られる係だ。

「こんにちは」

　背後で声がして振り返る。エイドリアンが立っていた。

「エイドリアン、久しぶり！」

　女子達が抱きつかんばかりに彼を歓迎する。

「お久しぶりです。お元気でしたか？」

「元気～。エイドリアンは？　母国に帰っていた？」

「はい。日本よりずっと涼しいです」

　うんうん、とみんなは頷いた。北欧と言えば、日本のずっと北の方にある。きちんとした位置がわからなくても、みんなの頭の中でぼんやりとした世界地図が展開されていた。

「もう、日本に戻るの、いやになったんじゃないの？」

「それはありません。日本は好きですから」

「エイドリアン、いい子！」

「僕は子どもじゃないですよ？」

　正論だ、と誰もが頷いた。

「あれ、身長、少し伸びた？」

　英奈が気付いた。夏休み前より、エイドリアンと会話する時の視線が上にある気がする。

「はいっ！」

　満面の笑顔でエイドリアンが答えた。

「成長期ですっ」

　男子の身長が伸びて嬉しいのは、万国共通なのだろうか。

「今日は、お祝いダブル！」

　誰かが言った。だからアイスおごって、とユミが原田に言う。

「なんでだよ」

　文句を言いながらも、幸田以外の６人にはきっちりとアイスをおごってやる、男前の原田なのだった。




「穏やかだったなぁ」

「っていうか、弟だと思ってたわ」

　しんみりと言ったのは、ユミと原田である。

　エイドリアンの留学期間が切れるというので、みんなが集まって送別会をした後のことだった。

　季節は３月で、エイドリアン以外の面々は、来月から１学年上がるタイミングだ。

　彼は、迎えに来た車に乗って去って行ったが、みんなの姿が見えなくなるまで、ずっと窓から顔を出して手を振っていた。

　車のタイヤが桜の花びらを巻き上げていった。小柄なエイドリアンと黒塗りのリムジンの組み合わせに違和感があったが、彼の慣れた様子に更に驚いてしまった。

「エイドリアンって、もしかしたら金持ちの息子か何か？」

「そういえば聞いたことなかったかも」

「エイドリアン、目が赤かった」

「……うん」

　メンバーの中でひときわ落ち込んでいるのが英奈だった。

「英奈も泣きすぎ」

　ユミが肩を抱くと、うんうんと彼女は大きく頷いて、顔を埋めていたハンドタオルを外す。英奈も、エイドリアンに負けず劣らず目が真っ赤になっていたが、それをからかう者は誰もいなかった。

「かわいかったよねぇ」

　誰かの言った一言に、英奈は再び肩を震わせてポロポロと涙を零した。

「私、ちゃんと彼の助けになれてたかな」

　呟くように言った英奈の肩を、原田が乱暴に叩く。

「大丈夫。大丈夫だって。俺たちといたとき、楽しそうだったし。英奈に懐いてたし」

「うん。英奈大好きって言ってたじゃん」

　たかがひとりの留学生だ。でも、彼らにとっては大切な仲間で、弟のような存在でもあった。

　もしかしたら二度と会うことはないかもしれない……そう思ったら、英奈は胸が締め付けられるように苦しくなった。

　あの、心の奥がほわりと温かくなるような笑顔がもう見られないのだと思ったら、更に涙がこぼれてきた。

「別れも人生経験だ」

　偉そうに言った原田だったが、それに関しては誰も突っ込まなかった。

　大切な仲間がひとり減った寂しさがある。だが、彼らにはこれから、就活という一大事が待っているのだ。

「どこかで会えることを祈ろうか。俺らが社会人になったときにさ」

　原田の言葉に、珍しく全員が頷いたのだった。




　めまぐるしい日々に追われ、会社訪問をし、ＯＢ訪問をし、時間と戦い、体力勝負の就活が終わるまで、みんなずいぶんと神経をすり減らした。

　それでも彼らは、全員が就職先を決め、晴れやかな表情で大学を卒業していった。

　仲のいい面子で壮行会をした。そこにはもうひとり足りないと、誰もが思っていた。ただ、口に出したら寂しさが勝るので、誰もエイドリアンの名前を出さなかった。










「ふふ……」

　なめらかな肩から背中までを撫でられながら、英奈が笑う。

「何？」

「昔のこと、思い出してた」

「どんなこと？」

　唇で、指先が辿った後を覆っていく。俯せた英奈の肩口から背中、微かな背骨の列を辿り降りながら、悪戯な舌が双丘の始まりの場所を突く。

　英奈の呼吸が一瞬止まる。

「尾てい骨は、人間にしっぽがあった名残だって知ってた？」

　そこを丁寧に舐めながら、彼はゆっくりと秘められた場所を開いていく。

「そこは、いや」

「もう遅い」

　開いた淡色の蕾に、そっとキスをする。するとそこが、キュッと締まるのがわかった。

「エナはどこもかわいい」

「そういうこと言わないで」

　羞恥に体温が高くなる。肌に朱が上ってくる。だが、それが彼にはたまらないみたいで、英奈は時々、彼の言葉や行為に羞恥をかき立てられる。

　でも、それすらもが本当はいやじゃない。

　むしろ、羞恥を越えたところにある快楽を得たくて、与えられる羞恥を享受しようとさえしている。

　彼の前にいると、次々に秘められた場所が暴かれていく。

　髪に覆われた項うなじの弱いところや、彼を迎え入れるために蜜を溜めた泉や、双丘の奥に隠された蕾でさえ……彼の前では、すべてが晒される。

「エナ……」

　後ろから前へと、スルリと指先が潜りこんでくる。うっすらと湿った叢くさむらをかき分けると、すでにそこに蜜があふれていた。

「こんなに濡れてる」

「んん……っ」

　優しい仕草で、有無を言わさぬ力で、彼の指が押し入ってくる。思わず上がってしまった腰に、彼がそっとキスをしてくる。

　クチュ、クチュっと何度も抜き差しされるたびに、あとから蜜があふれて彼の指先から掌を濡らした。

「欲しいの？」

　焦らすように指を操りながら問うてくる。

　英奈は、言葉も出せずにコクコクと頷いた。

「言って」

　促される。彼を求める言葉。彼を誘う言葉を……。

「お願い、入れて」

「何を？」

　行為の最中の彼は、時々執拗で意地が悪い。

「あなたの──を」

　彼がゆるゆると指を抜き出す。びっしょりと濡れた指先を見せつけるように口にふくんだ。そして、彼女の秘所を暴くかのように、俯うつぶせにしていた身体の向きを変えた。

「脚を開いて」

　甘い声で命令されると、英奈は抗えずに従うしかない。

　彼に見詰められながらゆるゆると脚を開く。最奥から蜜がこぼれ落ちていくのを、自分でも感じていた。

　もう自分では止められないのだ。それ程、彼が欲しいから。

「溢れているの、感じる？」

　意地悪な言葉で英奈を煽りながら、彼は英奈の両膝の内側を掴んで更に割り開いた。微かな空気が、英奈の秘所をなぶる。

「ね、まだ？」

　英奈が懇願する。彼が欲しいと、両腕を差し出して、この腕の中に来て、私の中に来てと、視線で必死に訴える。

　彼の瞳の中には欲望が渦巻き、それは獰猛な獣のようにすら感じられた。

　英奈は、彼になら喉笛をかみ切られても言いとすら思えるくらい、その瞳に見られることに強い快感を覚えている。

「あげるね」

　優しい言葉で、遠慮のない力で、彼の熱いペニスが押し入ってくる。

「あ……あ、あぁ」

　英奈は満たされる快感で目を閉じた。自分の内側を満たしていく熱を、脳髄が痺れるような衝撃とともに、心ゆくまで味わった。

















第三章




　懐かしい学生時代のことを、ふと思い出していた。

　思えば、この会社に入ったのも、学生時代の人脈があったからだ。人脈と言うよりは、友人の友人の知人からスカウトされたわけだが。

　英奈の職場は新宿にある。が、新宿駅からは少し遠い。地下鉄の駅の方が多少近いだろうか。

　それ程大きな会社ではないのだが、自社ビルをもち、業界からは一目置かれる存在感のある会社だ。

　主に、ＣＭ等の広告宣伝に関わる仕事である。しかし、広告代理店とはちょっと違う。

　どちらかというと、広告代理店から仕事を受けて、実際に制作をすることがメインだ。

　社長の藤本はＣＭプランナーとして何度も賞を受けており、その彼を慕うようにして精鋭が集まっている。

　ただ、クリエイティブな仕事の従事者というのは、往々にして一筋縄ではいかないことが多い。実際、英奈はこの会社に就職して６年目だが、未だに扱いが難しい人間が多い。

　しかし、コツは掴んだつもりだ。特に社長については、行動パターンもある程度わかるようになってきた。

　地上３階建てのこぢんまりした社屋だが、部署はいくつかにわかれており、小さいなりにも様々な種類の仕事の担当者がいる。

　英奈の仕事は、一言では表現できない。

　秘書のようでもあり、調整役のようでもあり、部分的に営業のような仕事をすることもある。時にはリサーチの手伝いもする。要するに何でも屋だ。名目は『マネージャー』。

　英奈をスカウトしたのは、現在の英奈の上司で、社長の奥さんだ。

　かなりのやり手である。彼女自身も有名人で、時々雑誌のインタビューや講演を頼まれることもある凄腕のマネージャーである。

　長身で、いつもハイヒールを履き、ウェーブのかかったロングヘアの美人が、ビシビシとクリエイター連中のお尻を叩いている様は、見ていておもしろい。

「英奈ちゃん」

「はい」

「私、この後打ち合わせに出ちゃうから、先日の件、お願いね」

「わかりました」

「社長に逃げられないでよ。絶対にお願いね」

　何度も念を押して言うのにはわけがある。社長である藤本は、周囲に何も告げずにふらりと姿を消してしまうことがあるのだ。

　それは主に、気分転換に散歩に行くのだが、その行く先がわからない。スマホは持っていったり置いていったりで、連絡が付かないこともしょっちゅうだ。

　本気でＧＰＳで追跡できるように、彼が身につけているものに何かを付けようと思ったことも一度や二度ではない。

　だが、最近ではそれも諦めた。クリエイターとはそういうものだと思うようになった。

　もちろん、社長クラスだから許されることではあるのだが、藤本は『クリエイティブな発想は、机にかじりついていればできるというものではない』というタイプだ。

　だから、同様に社員達も社外で仕事をすることが多い。それでも、彼らはどこにいても連絡がつくように、ちゃんとＰＣやスマホを持ち歩いている。

　社長の藤本だけが連絡手段を持たずに、ふらりと出かけてしまうのだ。

　しかし、英奈とて無駄に数年間を過ごしてきたわけではない。彼の行動パターンと仕事内容が連動していることを突き止めたのである。

　だから、例え現在社内にいないとしても、どの辺りにいるのかは大体見当がつくようになった。それは、妻でありマネージャーの佳織さんでもわからないことらしかった。

　彼女に『絶対ね』と念を押されたので、念のため社長の席を確認するが、案の定彼の姿はなかった。

　この社内には、社長室という個室が存在しない。彼も一クリエイターとして仕事をしているので、他の社員と同じように区切られない空間で仕事をする。

　もっとも、この社屋を建てたときに、彼が仕事をしやすいようにデザインしたので、それも当然のことと言えるだろう。

　英奈は、１階まで降りて屋外に出る。桜があっという間に散ってしまった４月の上旬である。暖かい陽が当たる午後３時。確かに、社内で机にかじりついていたくない時間帯ではある。

　今年、新入社員は入らなかった。それは、現在の状態に更に人を加える必要がないと判断されたからだ。

　緑が綺麗だな、などと思いながら、敷地から出て左に曲がる。十分ほど歩くと新宿中央公園があるのだが、多分社長がそこにいると英奈は踏んだ。

　途中に小さなカフェがあるのだが、姿がないのを確認済みである。

　公園への階段を上る。頭上の桜はすっかり葉桜になっている。足下にはまだ花びらが舞っていた。

　この公園は、通り抜けに使う人も多く、昼間は多少人の姿もあるが、新宿駅から離れているせいで、それほど多くの人が集まるというわけでもない。

　だから、藤本の姿はすぐに見つけることができた。

「藤本さん」

　──彼は、社長と呼ばれることを好まないのだ。

「おう」

「また脱走ですか」

「人聞き悪いな」

　笑うと目尻にしわのできる、穏やかな雰囲気の彼は、まだ五十歳手前ではあるが、妙に達観したような雰囲気があり、時々、実年齢以上に感じることもある。

「天気がいいからさ、ちょっとね」

「職場から、適度な場所にありますもんね。私も時々、眠いときに身体を動かしたいと思いますもん」

　こういうとき、英奈は『すぐに戻ってください』なんて無粋なことは言わない。ただ、行方がわからなくならないように、ぴったりと張りついて、藤本が飽きるまで付き合う。

　それも、ここ数年で学んだ彼の扱い方の一つである。

「佳織さんに言われたんだろ」

　彼は自分の妻のことを『佳織さん』と呼ぶ。それは、結婚前からの呼び方だったので、今更変えられないのだそうだ。

「そうです。絶対逃がさないでって念押しされました」

「まあ、肩書きが『代表』である以上、仕方がない」

　彼は諦めたように溜息をつき、きびすを返す。

「奥沢さんは、佳織さんに詳しいこと聞いてる？」

「いえ、何も」

「あの人、そう言うところあるからなぁ……」

　苦笑しながら英奈の前を歩く。

「この業界って、なかなか人に何かを教えるとかってないじゃない。インターンシップみたいな制度とか」

「そうですね」

「でも、今回、インターンを受けることにしました」

「えっ？　そうなんですか？」

　そんなことを急に言われても、英奈だって困ってしまう。こちらにだって、受け入れる準備が必要ではないのだろうか？

「しかも、海外からです」

「…………答えに窮します」

　それ以上の言葉が出なかった。どうして、そんなに大切なことを二人とも言ってくれないのだろうか。

　それとも、二人が面倒を見るから、特に他の人間に話す必要はないと判断したのだろうか。

「僕はさ、純粋に仕事だけしていたいんだよね、本当は」

「はい、何となくわかります」

　この仕事が好きで、ただただ没頭して好きなことがやりたくて、その一心で作った会社だと聞いている。

　だから、会社に対しての愛情はもちろんあるのだが、できることなら純粋にクリエイターとしての仕事だけをやりたいのだと、彼からは何度も聞かされてきた。

　それでも、会社を作って、社員を雇っている以上、彼らを養っていく責任もある。そこには、クリエイターとして以外に、会社の代表者としてやらなくてはならない仕事が付随してくる。

「ああ、仕事だけやりたい……」

　ぼやく社長の後を歩きながら、英奈は小さく笑ってしまった。こんな時の藤本は、まるで少年みたいだ。

「どうして会社作っちゃったかなぁ」

　いつもそれを言う。そして、佳織に「それは自分の責任です、諦めてください」と毎度言われている。

　何でも言い合う関係のようだが、軽く言い返しているようで、佳織の言葉やニュアンスにはいつも細心の注意が払われているのを、英奈は知っていた。

　藤本は案外ナイーブなので、彼が本気でへこんでいるときに厳しい言葉は御法度らしい。

「そのインターンの方は、今日来るんですか？」

「今日は来ないかなぁ」

「……じゃあ、なんで藤本さんを社内にとどめるようにって言われたんでしょう」

「手続きとかね、あるんじゃないの」

　自分の会社のことなのに、面倒臭いのか、やや投げやりな言い方だ。

「インターンとかさ……この業界で……ねぇ」

　ぼやきは続く。しかし、英奈も不思議で仕方がない。日本の技術なり、働き方を学びたいというのなら、もっと適切な会社があるだろうに。

「何を学びたいんでしょうか。うちの会社って、かなり特殊ですよね？」

「こういう業種もあるよ、ってことじゃないの。紹介の意味で」

「紹介程度のために、わざわざ海外から来ます？」

「そこはまあ……」

　藤本がモゴモゴと歯切れが悪くなる。いつもはっきりとものを言う彼だけに、ちょっと珍しい気がした。

「大人の事情ってことだよ」

「大人の事情、ですか」

「うん。僕としては断れなかったんだ」

「藤本さんでも、そんなことがあるんですね」

　仕事に対しては譲らない彼だが、どうしても譲らざるを得ない事情があるらしい。

「そりゃ、僕にだってあるさ。まあ、今回のはあれだ、外圧だな」

「なんですか、それ」

「よくわからん」

　自分で言っておいて放り投げた。よっぽどいやなのだろう。

「今からでも断ったりとか……」

「無理だな、ほら」

　藤本が顎で示したのは、会社の敷地内に停まっている一台の車だった。英奈の知らない車なので、どうやら訪問者のものらしい。

「高級車ですね」

「まあ、そっちの筋だろうな」

「えっ」

　英奈の脚が思わず止まる。確かに、あの黒塗りの感じ……。

「まさか、ヤ……」

「いや違うから」

　英奈が言葉を言い切る前に、藤本が遮る。

「どっちかって言うと、公務員的な方」

「ああ」

　なるほど、と頷いた。それならあの車も頷ける。

「あっ、じゃあ、お客様をお待たせしているんじゃ……」

「いいのいいの。待たせておけば」

　車内に人がいないのを確認して、社屋に入った。多分、中で待っているのだろう。

　藤本は真っ直ぐに打ち合わせスペースに向かう。応接スペースはなく、基本的にはいくつかのブースにパーティションで区切られた場所が打ち合わせの場所となっている。

「いらっしゃい」

　藤本がパーティション越しに覗いた場所には、スーツ姿の男性が二人座っていた。いかにもお役所系の雰囲気の彼らは、このオープンな雰囲気が落ち着かないらしく、何となくソワソワしている。

「あ、藤本さん、遅いじゃないですか」

　そう言って立ち上がったのは、藤本より少し若いくらいの男性だった。

「俺は嫌々なんだからしかたない」

　子どもみたいな言い分である。それに英奈はクスッと笑ってその場から離れようとすると、藤本に呼び止められた。

「君も一緒に話を聞いてね」

「私もですか？」

「そう」

　仕方なく彼の隣に座って、話を聞くことになった。

　話の内容を要約すると、どうやらこの会社指定で、某国の高官の息子がインターンとしてやってくるらしい。

「なんでうちの会社……」

「それは、私たちにもわかりません。あちらのたっての希望なので」

　話しているのは、藤本の学生時代の後輩に当たるらしかった。そのツテで、こうして彼が話しに来ているらしい。

「私たちとしても異例のことなので、対応に右往左往してますよ」

「だろうねぇ」

　溜息混じりに藤本が言う。

　しかし、彼の仕事は海外で受賞したものもあるので、そういう意味では、藤本のファンが海外にいたとしてもおかしくはない。

「で、期間はどれくらいお預かりすればいいのかな」

「明確には聞いていないんですが、１カ月～３カ月くらいかと」

「３カ月もうちにいて、何かおもしろいのかね……」

　また藤本の溜息だ。今日は彼の溜息デーだ。

「本当に申し訳ないんですが……」

「ま、いいでしょう。さて、奥沢さん」

「はい」

　突然声をかけられ、背筋をピッと伸ばす。この件で、自分が何か関わるのだろうかと、ちょっと心配になる。

「教育係は君ね」

「はい？」

　思わず訊き返してしまった。

「君が、そのインターンの教育係」

「……私の仕事は、職場の中でもさらにレアな感じですが」

　本当に、そのインターンの希望に添えるんですか？　と視線で訊ねてみるが、鷹おう揚ように笑っただけで、藤本はそれ以上何も言わない。

「彼女、奥沢さん」

「ああ……」

　──え、何その反応。

　言われた男二人は、英奈のことを値踏みするようにじろじろと眺めた。

「優秀ですよ。うちの二人しかいないマネージャーの一人です」

「それは……確かに優秀な方なんですね」

　感心したように言われて、いえ、なんてちょっとかしこまってしまった英奈である。この会社に来る人間で、もう一人のマネージャーである佳織を知らない者はいない。美人で、有能で、非常にやり手──それが世間の佳織に対する評価だ。

「基本的に、社内のほとんどを掌握してますから」

「いえ、そんなことないです」

　慌てて否定した。一体何を言ってくれちゃってんですか、社長！　と目で必死で訴えるが、彼はそれを見ないふりをしている。

「彼女に任せておけば大丈夫……多分」

　その語尾に、英奈は不安になる。自分の知らないところで何か密約が交わされているのか、それとも、責任を丸投げされようとしているのか……。

「では、明日お連れします」

「はい」

　藤本はゆるりと頷いて返した。

　二人が帰った後、英奈がアワアワと席を立ち上がる。

「藤本さん、私、何をやったら──」

「いつも通りでいいんじゃないの」

「でも、相手の方、まず、どこの国の方なんですか？　英語とかで話さないとダメですか？　資料とか揃えないとまずくないですか？」

「まず落ち着こう。はい、深呼吸」

　藤本に落ち着けと言われることなんてまずない。英奈は言われるままに大きく息を吸って吐き出した。

「もう一回」

　もう一度深呼吸。すると、ちょっと頭がクリアになった気がした。

「君の横の席、ちょうど空いているでしょう。あそこを彼の席にしてください」

「わかりました」

「資料は、もし何か仕事関係でざっくり説明できるものがあるなら、それを使えばいいし。君が説明しやすい資料でかまわないから」

「あの、言葉は……」

「彼は日本語がペラペラらしいよ」

「そうなんですか？」

「うん。ほぼネイティブと変わらないらしいから、そこは大丈夫」

　まずはホッとした。一応、仕事柄英語の翻訳もできるが、それは基本的に書類上のことで、あまり英語で話をする機会はない。

　逆に、佳織は英語がペラペラだが、書類関連はちょっと苦手らしい。

「ま、滅多にない機会だから、こちらも楽しみましょう」

「楽しめないと思います、私は」

　緊張が高まってしまう。

「ビシビシやればいいんだよ、いつもみたいに。甘やかさず、真摯に」

　それは佳織のモットーであり、英奈が受け継いだ社内の精神みたいなものでもある。

「わかりました。甘やかさず、真摯に教育します」

「よろしく」

　にっこりと笑った顔は、何となくいつもの一癖ありそうなそれだった。




　翌日、社内はざわついていた。とにかく、今までにないくらい落ち着きがなく、社内全体の雰囲気がソワソワしていた。

　すでに件の人物が来社していたのだ。例の、某国高官の息子という人物である。

　どこの国か知らされていなかったので、アジア系の人物なのか、あるいは欧米系の人物か……と英奈なりに考えていた。

　正解としてはヨーロッパ系のようだ。長身に金髪に緑の瞳、髪はどちらかというと巻き毛っぽく、彼は物珍しそうに周囲を見回していた。

　──綺麗な男子、って感じか。

　英奈は思った。周囲、特に女性陣からは『王子！』『紛れもなく王子様』という声がちらほら聞こえる。確かに、物語の中に出てきそうなくらい綺麗な容姿だ。

　彼は、まるで遊園地に迷い込んだ子どもみたいに目をキラキラさせ、興味津々という体だった。

　高級そうなスーツに身を包み、気後れした様子もなく、穏やかな表情で佇んでいる。その着こなしから、スーツも着慣れているのだと思われた。

　──大物だわ。

　英奈は、遠目に見てそう思った。むしろ、隣に立っている、いかにも役人然とした男の方が、おどおどしているように見える。

　一番最初に話をしたのは佳織だった。彼に英語で話しかけ、それから破顔して日本語で会話をしている。

　その内容がはっきり聞き取れるほどではなかったが、英奈はその様子を見て、彼の日本語はかなり流ちょうなのだろうと察する。

　そこに社長の藤本も加わり、一番奥にあるブースに入っていった。

　英奈はいつものように、コーヒーを淹れに行く。あの席に通される人物はＶＩＰ扱いと言うことで、一般の社員は近づけない。

「失礼いたします」

　コンコンとドア代わりのパーティションをノックし、彼らの前にコーヒーのカップを置く。通常だと紙コップだが、例外的に陶器のカップになることもある。

　視線を感じて顔を上げると、先程の青年が英奈を見ていた。ニコリと笑って会釈すると、彼が満面の笑顔になる。

　──子犬みたい。

　かわいい、と思ってしまった。

「ちょうどいい、奥沢さん、紹介しておく」

　藤本に言われて、英奈はトレイを持ったまま背筋を正した。

「彼女が奥沢英奈です。あなたの指導担当者です」

　すると金髪の青年は立ち上がり、英奈に右手を差し出した。

「エナさん、アードリアン・ブリュと申します。よろしくお願いします」

　予想外に流ちょうな日本語に面食らいながら、英奈は彼の手をそっと握る。

「奥沢英奈です。よろしくお願いします」

　──まぶしい……。

　思わず目をすがめてしまいそうになるくらい、彼の笑顔は破壊力があった。

　金髪に加えてかわいい笑顔なんて、そりゃ社内の女子が浮ついてしまうのも頷けるというものである。

　キュッと思わぬ力で手を握り返された。ちょっとたじろぐくらいの力だったので、英奈がピクッと手を引きそうになる。

「あ、すみません。エナさんが美しいから、力が入っちゃいました」

　悪びれもせずにそう言うと、彼はにこにこ笑いながら手を離した。

　──くせ者、かもしれない。

　その場のしのぎ方といい、言い慣れたような誉め言葉とジョークといい、スラスラと日本語で出てくること自体が驚きだ。

「日本語、お上手ですね」

　社交辞令でなくそう言うと、彼は笑みを深くして嬉しそうに笑う。

「以前、留学してました」

「そうなんですか。どうりで……」

　上手なんてレベルじゃない。むしろ、日本人より綺麗な日本語にすら聞こえるくらい、イントネーションの狂いもない。

「ありがとうございます。エナさんに仕事を教えてもらえるなんて、とても光栄です」

　彼がそう言ったとき、ふん、と藤本が言った気がしたのだが、さすがにそれは気のせいだろうと思われた。

「奥沢さん、社内を案内して差し上げたらどうかしら」

　そう提案したのは佳織である。

「といっても、小さな社屋ですけど」

　そう言ってにっこり笑った佳織は、コミュニケーションのプロフェッショナルだ。

　どうやら、ここからは外交的な会話になるので、彼をちょっと他に連れ出して、ということらしい。

「そうですね。ブリュさん、いかがですか？」

「アードリアンと呼んでください、エナさん」

「わかりました。どうぞ」

　エナが前になって歩き、彼がその後をついてくる。社内の空気がさざめきみたいに動いたのがわかった。

　壁がほとんどない社内では、社員の様子がよく見渡せる。案の定、みんな気になっている風で、チラチラと二人に視線をやっていた。

「社内が明るいですね」

　アードリアンが言うのに、英奈が頷く。

「採光部分が多いんです。ただ、直接陽が当たるとかなりまぶしいので、基本的にはロールスクリーンで調節していますけどね」

「屋内なのに、大きなグリーンがある」

「日本の企業では、多いですよ。緑は、疲れを癒やす働きがあるんです」

　１階の主に打ち合わせブース、２階に各部署ごとの実務スペース──といっても、大きなデスクに複数人がＰＣを置いて仕事をするスタイルが基本である。

「みなさん、事務机じゃないんですか？」

　彼の言葉に、英奈がフッと吹き出した。

「どうしました？」

「事務机なんて単語、よくご存じですね」

「日本の会社のことは、いろいろと調べていますよ」

「なぜ日本の企業に興味を持たれたんですか？」

「小さい頃から、好きなんです。僕、ちょっとオタクでしたから」

　それに英奈が更に笑う。

「アードリアンさん、おもしろいですね」

「呼び捨てにしてください、エナさん」

「それはできません。大切なお客様です」

　すると彼は、ちょっと困ったような顔をした。

「僕はお客様じゃないですよ？」

　──確かに。

　彼の言っていることは正しい。この会社でインターンとして預かる以上、彼も会社の一員である。

「それでも私は、同僚を呼び捨てにすることはないです」

「……日本の企業は、礼儀正しいのですね」

「一般的にどうかはわかりませんが、私は気をつけていますね」

「そうですか……」

　ちょっとしゅんとなった彼を気遣うように言葉を続ける。

「ファーストネームで呼ぶのはありです。距離感が近い時や、同じ名字の人を区別するときにファーストネームで呼びます……ご存じですよね？」

「あ、では……僕は、エナさんと呼んではまずいですか？」

「大丈夫です、アードリアンさん」

　そう請け負うと、彼はとても嬉しそうに破顔した。





第四章




　丁寧な言葉を使っていたのは最初の一週間だけで、その後、アードリアンの努力もあってか、英奈はアードリアンを『さん付け』でなく呼ぶようになった。

　確かに、欧米でファーストネームに敬称をつけるのは不自然かもしれないと思い至ったからだ。しかし、そうすると英奈だけ『さん付け』で呼ばせるわけにも行かない。

　結果的に、二人とも呼び捨てで呼び合うことになったのだ。

「打ち合わせに持っていく書類は？」

「あ、これを……３部？」

「５部！」

「今、いまコピります！」

　基本的にはＰＣで説明することが多いが、人数が多かったり、大きな画面に投影できる設備がない場所に行く場合は、紙で資料を持っていく。

「急いで！」

　最近の英奈は、アードリアンの使い方に容赦がない。

「ビシビシいきます」

「はいっ、よろしくお願いしますっ」

　まるで体育会系の先輩・後輩みたいな雰囲気になった二人を、周囲の人間はなんだか不思議そうに眺めている。

「あのルックスで後輩……」

「英奈さん、超パイセン」

　普段の話し方は穏やかだが、仕事となると真面目で厳しいのが英奈である。もっとも、相手と状況によってそれは変わってくる。

　社長の扱いは、穏やかでいてジワジワと真綿で首を絞めるように──とは、誰が言った言葉だったろうか。

　英奈は基本的に社内で仕事をしていることが多いが、車外の打ち合わせに行くこともある。

　それは、実務に入る前の業務だったり、営業が足りない場合だったり（この会社で一番人数が足りないのは、営業かもしれない）、指名があったときだったりする。

　今まで佳織がやってきたことの代理をすることもある。彼女自身も忙しいので、徐々にその仕事は増えつつあった。

「いってきます」

　英奈とアードリアンの声がハモったのを聞いて、数人が目を細めた。

「アードリアン、すっかり英奈さんに染まった」

「インターンとは思えない働きぶり……いや、働かせぶり」

　そうなのだ。医療現場のインターンシップとは違い、企業でのインターンというと、比較的短期間で教務のさわりだけを教わることが多いもの。

　相手が、学生の場合が多いことも原因かもしれないが、それこそ紹介程度で終わることも少なくない。

　が、初めてインターンを受け入れたこの会社に前例はない。そして何より、アードリアン自身が『客としてでなく扱って欲しい』と言ったのだ。

　だから英奈は、ただ仕事の手伝いをさせるだけではなく、もし後輩ができたら、という設定で彼に仕事を教えることにした。

　アードリアも、それによくついていっている方だろう。

　藤本に指名が来る仕事の場合は、特に打ち合わせを念入りにする必要があるが、それは彼自身が参加するので、基本的に英奈が同行しなくても大丈夫なことが多い。

　問題はそれ以外の場合で、まだ担当者が決まらないコンペへの誘いだったりする場合だ。

　多くは、営業を専門とする数人のチームがいるので、彼らが赴くことがほとんどだが、それも人数が多くはないので、英奈がフォローに行く。

　あるいは、実際に作業に入った担当者の代わりに、先方に赴くことも多い。なぜなら、没頭している彼らの作業を中断させたくないからなのだ。

　この仕事のやり方は、佳織が提案したもので、それがこの会社のルールのようにもなっている。

　元は、夫婦二人で始めた小さな事務所だったと聞く。藤本の才能だけで、ここまで大きな会社になったのだ。

「大企業じゃないからこそ、目配り・気配りが大切なのよ」

　佳織はそう言う。できる限り、時間を割いて社員と接する。一言声をかけるだけでも、社員の仕事に対するモチベーションが違ってくる。

　いつも一緒にいるアードリアンとは、いろいろな話をする。ほとんどは、英奈が彼に対して質問をしている状態だが。

　自分のこと、自国のこと、なぜ日本で学びたいのか、なぜこの会社なのか等々、聞きたいことは山ほどあった。

　だが、はっきりと答えが返ってこない場合もある。そんなとき、英奈は無理に追求したりはしない。人それぞれ、言いたくないこともあるだろうと思っているからだ。

「じゃあ、今はホテル住まい？」

　コンペの要領を確認した帰りに、アードリアンに聞く。

「そうですね」

　彼はどこに行っても目立つので、何かと大変だろう。事実、英奈が彼を連れて歩いていると、とにかく視線が痛いほど感じる。

「あの人、超綺麗！」

「モデルじゃない？　写メ撮っちゃダメかな」

　女子達のさざめきが最も多い。そうでしょうとも、と英奈は心の中で頷く。社内の女性陣があんなに浮き立ったのは、本当に初めてのことだったので、もちろんそれは外でも続く、というわけだ。

「外回り、暑いよね」

　英奈はスーツの上着を脱ぎ、腕にかけた。今日は淡い色のスーツを着ている。仕事柄、何となく着るものに無頓着でもいられない。

　いつでも外出できる程度の服装で出勤するのも、英奈の仕事ならではだ。

　社内で服装規定は特にない。仕事がしやすく、他人に不快感を与えなければ、基本的に何を着用していても文句は言われない。

　ただ、対外用となると話は別だ。それはもちろん、営業職の人間も同様である。基本的に、スーツまたはそれに近い服装にならざるを得ない。

「アードリアンはずっとスーツね」

　何着持っているのだろうと思うくらい、彼のスーツのバリエーションは多かった。しかも、英奈の見立てではどれも高価なものばかりだ。

「着慣れていますから」

　先程、カフェで少しお茶をしてきた。冷房の効いている店内は涼しかったが、外に出て上着を着る気にはなれない。もちろん彼も、上着は脱いでいた。

　シャツ姿になると、彼の身体にうっすらと綺麗な筋肉が付いているのがよくわかった。

　──やっぱり、日本人と欧米人って体格が違うのね。

　そこは感心してしまう。日本人は、鍛えてやっとしっかりとした筋肉が付く。反対に欧米人の場合は、そんなに努力しなくてもすぐに筋肉が付きそう、と思うのだ。これは英奈の勝手な思い込みかもしれないが。

「そうなのね……オフの時は、どんな格好をしているの？」

「パジャマです」

　それを聞いて、英奈がプフッと吹き出した。

「いや、オフって……部屋から出ないの？」

「ほとんど出ませんね」

「それは退屈じゃないの？」

「ラクです」

　ケロッとしている。今どきの子ってこんな？　なんて思ってしまったくらいだ。

「エナは……」

「うん？」

「笑った顔が、変わりませんね」

「ん？　普通の顔とってこと？　笑って見えない？」

「ち、違いますっ」

　いやいやいや、とアードリアンは両手を振って否定する。その、ちょっと子どもっぽい仕草に、英奈は笑みを深める。

　──なんか、懐かしい仕草。昔、誰かがやってた……。

　ふと、そんなことを思って、英奈は「あれ？」と思い出す。

「名前が似てる」

　その呟きに、アードリアンの目がフッと真剣な色味を帯びたのを、英奈は見逃さなかった。

「アードリアン、と、エイドリアン」

「北欧での発音と、英語での発音です。どちらも同じ名前です」

「…………え、あれ？」

　混乱する英奈に、彼は決定的な言葉を告げる。

「大学の時にはお世話になりました。お友達の皆さんはお元気ですか？」

「エイドリアン、くん？」

「そうです」

「あの、髪の毛が黒くて眼鏡かけてて、ちょっと小柄だったエイドリアン？」

「そうですっ」

　彼は本当に嬉しそうにうんうんと頷いて、ハグと言うには強烈な力で英奈に抱きついた。

「やっと気がついてくれたっ」

















　抱きつかれてもまだ、英奈は呆然としている。

「え、だって、髪の色が全然違う」

「ヅラでした」

　──ヅラって……。

　言い方がおかしくてちょっと笑いながら、英奈は彼の胸元に手を当てて身体を離し、まじまじとアードリアンの顔を見詰める。

「瞳の色も違う」

「カラコンです」

「……そんなに、身分を隠さなくちゃならなかったの？」

「変装は楽しかった」

　にこにこと彼は言う。

「本物だ……」

　英奈が呟いた。この笑顔だけは、全然変わっていない。

「本当にエイドリアンだ」

　心の奥底から喜びが湧いてきた。懐かしいというよりも、あのひ弱でちょっとおどおどとしていた彼が、こんな立派な青年になっていることが、何よりも嬉しかったのだ。

「私、親戚のお姉さんみたいな気持ちで嬉しい」

　アードリアンの背中に腕を回すと、彼は更にギュウギュウと力を込めてきた。

「エナ、やっと本当の僕に気付いてくれた！」

　心から嬉しいのだろう、彼は犬ころのように鼻先を英奈の髪に埋めるようにして、更に抱きつこうとする。

　その力の強さに、英奈は慌てて彼の肩をドンドンと叩く。

「アードリアン、苦しいからっ」

　ハッとして彼は身体を離し、英奈の顔を見返す。

「大丈夫、ですか？」

　その心底心配そうな表情に笑い、英奈は頷いた。

「大丈夫」

「全然気がついてくれなかったから、僕はヤキモチ……ん？　やきもきしてました」

　時々言葉がおかしいのはご愛敬だろう。

「だって、見た目が全然違うんだもの。気がつかないわよ」

「成長しましたでしょう？」

　丁寧に聞いてくる彼に、お世辞でなく英奈は深く頷く。

「本当に」

　今更だけど、感動の再会だ。

「高官の息子だって、本当だったんだ」

　嘘だとは思っていなかったが、今度こそしみじみとそれを感じていた。

「そうですよ」

　アードリアンの腕が、名残惜しそうに英奈を解放する。会社に戻る途中で、鞄も資料も持った状態でのハグは、なかなか長時間できるものでもない。

「アードリアン、あなたさっき鞄放り出したでしょ」

　英奈が指摘すると、彼は慌てて拾い上げる。

「それ、大切な書類が入っているんだから、絶対に無くさないでよ」

　いきなり仕事モードに戻った彼女に、アードリアンもインターンの顔に戻って「はい」と慌てて返した。

「ん、いい返事」

　ニコリと笑った英奈に、アードリアンも笑い返す。

　歩道のど真ん中で一体何の撮影をやっているんだとばかりに、他の歩行者が遠巻きに二人を見ていた。

「帰りましょ」

「はい」

　先輩と後輩の体で、彼らは会社を目指した。




「お、英奈帰ってきた。久しぶり～」

　帰社して一番に声をかけてきた男がいる。それに英奈は、

「あれ、もう帰ってきたんだ」

　と気さくに声をかけた。ファーストネームで呼ばれるのは親しい証拠──アードリアンが彼に視線をやると、彼も見返してきた。

「ああっ、原田っ」

「え、誰？」

　声を上げたアードリアンに、彼が面食らったように言う。それに英奈は気付いて、得意げに互いを紹介する。

「こちら、インターンのアードリアン。で、こっちがうちのコピーライターの原田です」

「やっぱり原田……」

　アードリアンが納得しているのに対して、原田の方は鳩が豆鉄砲を食ったような顔で英奈に説明を求めている。

「アードリアン、て、俺の知り合い？　俺知ってる人？」

　うん、と英奈が頷く。

「大学時代に会ってる」

「外国人に知り合いなんて………………」

　首をかしげて記憶を掘り起こしていた男は、いきなりアードリアンを指さして「ああっ！」と叫んだ。

「あれか？　俺だけ呼び捨てにしていたエイドリアンか？」

「そうです。ご無沙汰しています」

　彼はにっこり笑って手を差し出す。原田は無意識に握り返しながら、まじまじとアードリアンを見返した。

「俺の知ってる奴じゃないぞ」

「変装していたんだって」

　英奈が代わりに説明する。

「なんで」

「金髪と緑の目は、日本の大学じゃ悪目立ちするからって」

「別人過ぎだろ、おい」

　だが、驚きながらも懐かしさがジワジワと湧いてきたのか、原田の表情が嬉しげなものに変わっていく。

「おいおい、懐かしいな、マジで」

「マジで、懐かしいです」

　アードリアンも同調する。その賑やかな３人の様子を、みんなが遠巻きに見ている。気付いた佳織もやってきた。

　彼女が近づいてくるのは、ヒールのカツカツという音でわかる。

「お帰りなさい。一体何事？」

「あ、ただいま帰りました。原田が、アードリアンと会うのは初めてなので……」

　紹介してました、と英奈が言う。事実彼は、２週間ほど休暇を取って海外旅行に行っていたので、アードリアンと会うのは初めてだったのだ。

「そうね、確かに。でも、それだけじゃないでしょ？」

　それにしては賑やかすぎるでしょ、とでも言いたそうな口ぶりに、英奈が頷いた。

「アードリアンが留学していたときに、私たち会っていたんです」

「え、気付かなかった？」

　今更気付いたの？　と彼女の視線が問う。

「僕は以前、ちょっと違う姿で留学していたので」

　アードリアンが説明した。

「まったく気付かれませんでした」

「それは……おもしろいわね」

　佳織はこの状況をおもしろがっているようだ。

「そうか、原田くんも同じ大学だったわね」

「そうなんですよ。以前のエイドリアン、あ、アードリアンはホントに小柄で、黒髪だし眼鏡っ子だし、ちょっと引っ込み思案だし……別人過ぎだろ、おい」

　原田に胸元をど突かれて、アードリアンは嬉しそうに笑う。

「原田とも会えるとは思ってなかったです。懐かしくて騒いでしまいました。すみません」

　彼は佳織にペコリと頭を下げた。

「それは、仕方ないわね」

　苦笑して彼女は離れていった。

「騒ぎすぎました」

「それはごめん、こっちが謝るべきだった」

　英奈が言った。

「原田、やっぱりエナのこと追いかけてたんですね」

　アードリアンの予想外のセリフに、彼は「は？」と驚いたように口を開ける。

「大学の時も、とても仲が良かった」

　周囲に聞こえないように配慮してか、ちょっと小声でアードリアンが言う。まるで非難しているみたいな口調に、原田が返す。

「いや俺、結婚してるし」

「まさかエナとですか？」

「違うだろ、この話の流れじゃ」

「そうよ、アードリアン。原田はいい友達だけど、それ以上になりたいなんて思ったこと、これっぽっちもないわよ」

　散々な言われようの原田だが、そこは誤解をしてほしくないので黙っていた。

「そうなんですか？」

　訊かれた原田が頷き返す。

「友達だよ」

「……ホントに？」

　その執拗さに何か気付いたのか、原田がニヤリと笑う。

「アードリアン、相変わらずだなぁ。あれか、俺は嫉妬されてんのか？」

　彼の言葉にアードリアンの白い頬がうっすらと赤くなる。

「英奈に懐いてんだ」

　楽しそうにからかう口調の彼を遮って、英奈が言った。

「原田、あんまり彼をからかわないでよ。大事なインターンなんだから」

「でも昔なじみだろ？」

「昔なじみでも、彼は大切な預かりものです」

　英奈の言葉に仕方なく、原田も口を噤んだ。

「これからもよろしくお願いします、原田」

　その言葉に、彼がニヤリと笑う。

「相変わらず呼び捨てなんだなぁ」

　それにアードリアンは、にっこり笑って返した。

「エナも呼び捨てです」

　しれっとして、親しさの表れですよ、と付け加えたのだった。





第五章




「エナ、荷物持ちます」

「大丈夫です」

「持ちますってば」

「こんなのは荷物のうちに入りません。どうしたの、急に？」

　原田と会った翌日から、なぜかアードリアンの英奈への親切が過剰になってきた気がする。

　確かに、アードリアンがあのエイドリアンだったとわかったことは大きな喜びだったが、それが仕事に影響するわけではない。

「エナが本当の僕を知ってくれたので」

「……で？」

「嬉しくて」

「わかった。それはわかった。でも、仕事は仕事。私があなたに教える立場。オーケー？」

　それを言われると、アードリアンも頷かざるを得ないようだ。

「エナは僕に厳しい」

「インターンにはビシビシ教えますって、私、最初の頃に言ったでしょう？」

「はい」

　長身のアードリアンが、ちょっと俯き気味で（英奈の身長からすると仕方ないのだが）話を聞いている様は、端からはちょっと滑稽に見える。

　だが、その様子がおもしろかったりかわいかったりするものだから、この二人のコンビは社内でなかなかの人気だ。

　彼を連れて歩くのは、実はかなりの勇気を必要とする。必要以上に目立つからだ。

　彼を連れて行くと、得意先の受付嬢がまずソワソワし、待っている間になぜかギャラリーが増える。一度、得意先に「モデルさん？」と訊かれたこともあるくらいだ。

「いいえ、インターンなんです。いろいろと勉強中なんですよ」

　そう言ったら、ずいぶんと驚かれた。これで彼が、某国の高官の息子だなんて知られたら、更に周囲は騒がしくなることだろう。

　先輩として、業務後に英奈は時々アードリアンを食事に誘うこともある。彼女の誘いを受けると、アードリアンは嬉しそうに付いてきた。

「原田も一緒だけど」

「えっ、原田!?」

　なんでそんなに彼を毛嫌いするのかと不思議になるくらい、彼は原田に過剰反応する。

　何度聞いてみても「苦手です」という言葉しか返ってこないので、英奈はもう苦笑とともに諦めることにした。

「アードリアンは、英奈が好きなんだよ」

「そういう風に茶化すから、彼が余計に反発するんじゃない。子どもみたいに煽るの、やめてあげて」

　そう言いながらアードリアンの顔を見ると、彼はまた、うっすらと頬を赤くして恥ずかしそうな表情をする。

　英奈としては、そんな彼が微笑ましくもあったのだが、それを子どもみたいにはやし立てる原田には、一言言わずにはいられない。

　彼女たちがアードリアンを連れて行くのは、居酒屋が多い。会話ができるようにと、多少静かな店やこぢんまりとした店を選ぶが、およそ彼のようなＶＩＰが訪れるにはふさわしくないと思われた。

　しかし、それが逆に、アードリアンにとっては新鮮なようだ。

　のれんをくぐることさえ嬉しかったようで、彼は物珍しそうに店内を眺め、メニューを眺め、他の客が食べているものが何かを覗き込んだりしている。

「サシミは、とても新鮮！」

　瞳をキラキラさせながら、彼は上手に箸を操って刺身を摘つまむ。

「アードリアン、お箸の使い方、うまいのね」

「学生時代から使ってましたから」

「生魚って、あまり食わないんじゃないのか？」

　原田の言葉に、アードリアンは首を振って答える。

「僕の国は海が近いです。魚もたくさん捕れる。生魚は……カルパッチョみたいにして食べます。確かに、サシミにはしないですけど」

　そう言えば、アードリアンの学生時代の話をあまり聞いたことがなかったなぁ、なんて英奈は思いながら、嬉しそうに食事をしている彼を微笑ましく見ていた。

「ちょー、何、あの表のイケメン！」

　女性数人のグループが入ってきた。ちょっと賑やかだ。

「あれ、きっとＳＰでしょ、ＳＰ！　間違いない。きっとこの店にセレブが……いた～！」

　言いながら店内を見回した女性は、金髪のアードリアンを見つけて声を上げた。

　店員が絶妙なタイミングで彼女たちを席に通す。

「あの人、誰？　俳優？」

　コソリと耳打ちした彼女に、店員はチラリとアードリアン達の方を見てから「いいえ」と答える。

「常連さんの同僚だと聞きましたけど」

　その声は、さほど広くない店内で、英奈たちの耳にも聞こえてきた。

「ナイスフォロー、ミヤくん！」

　英奈は小さくガッツポーズをとった。

　常連と言うほど通っているわけではないが、店員に顔を覚えられる頻度では店に顔を出している英奈と原田である。

　店員の名前を知っているのは、最初の頃に名刺を渡されたからだ。確か、オープンして間もない頃だっただろうか。

　その頃から、月に一度以上の頻度では通ってきている。もう２年目になる。

「確かにこの店に金髪は目立つな」

　原田が言うと、英奈が頷く。

「でもまぁ、金髪は日本人だっているし、今じゃそんなに珍しくないよ」

　アードリアンを安心させるように言うと、更に言葉を続けた。

「問題は、表のＳＰ（？）だよ」

「ＳＰ、マジでいるのか？」

　二人してアードリアンの顔を覗き込む。彼らは、半分冗談、半分本気で訊いてみたのだが、それに彼は、少し申し訳なさそうな顔で頷いた。

「スミマセン。僕のＳＰです」

　少し声を落としたのは、周囲に聞かれたくないからだろう。

「マジか。おまえはアラブの王子かなんかか」

　それは９割方が冗談で言ったのだろうが、アードリアンはちょっと真面目な顔で、

「アラブじゃないです」

　と返した。それに原田は「ん？」という顔をして、

「否定はそこか。王子は否定しないのか？」

　と訊ねる。アードリアンは、ここが告白時だと思ったのか、小さく頷いた。

「はい」

　それに今度は英奈が訊ねる。

「え、政府高官の息子って聞いてるよ？」

「それは……表向きです」

「マジで……？」

　なぜか英奈と原田の声がハモってしまった。

　アードリアンの表情は、冗談を言っている感じではなかった。彼は今、とても大切なことを、とてもあり得ないシチュエーションで告白しているのだ。

「王子？」

　アードリアンはもう一度頷き、答える。

「第三王子です」

　ただでさえ、アードリアンがこの店内にいるのに違和感があるくらいなのに、彼の身分を聞いたら、一気にその違和感がグレードアップした。

「……異次元の驚き」

　原田はそう表現した。そして英奈は言葉も出せず、ただ「うん」と同調しただけだった。

「あの、すみません。ＳＰには店内に入らないように言ってあるので、表で待ってもらっていたんですが、ちょっと、目立ちますね」

　どういう状態で表にいるのかわからないが、彼女たちの目にとまる程度には目立っているのだろう。

「じゃあ、いつも仕事中でも、近くにいるってこと？」

　英奈は逆にそこが気になった。そんな風に気になる姿を見た記憶はなかったからだ。

「多分、いると思います」

「うわ……」

　それは嫌悪ではなくて単純な驚きだったのだが、アードリアンは気になってしまった様子だったので、英奈は慌てて説明した。

「驚いたの、単純に。全然気がつかなかったし」

「俺も。なんか、すげーな、アードリアン」

　彼が王子だと聞いても、二人の態度はさほど変わりはしなかった。それにはアードリアンもホッと安堵の表情を見せる。

「お二人は優しい」

「おう、そうだろ。俺のこと毛嫌いすんな」

　原田が言うと、アードリアンは「苦手なだけです」と言って二人を笑わせた。

「なぜまた、そんな身分の人がインターンなんて……」

　むしろそっちの方が気になってしまう。

「しかもうちの会社に……」

　二人が聞きたそうにしているので、アードリアンが口を開く。

「僕の国は、王族であっても働いています」

「え、そうなの？」

　あまりにも意外で、二人が目を見開く。

「王族と言っても、どちらかというと実業家みたいなものなのです」

「実業家……アードリアンも？」

「僕は、これでも２つの企業のＣＥＯです」

「え……」

　二人が言葉を失う。

「ええと……ＣＥＯが、なんでインターンなんかやってるの？」

　もっともな質問だった。それにアードリアンは、ちょっと照れたような顔になる。

「どうしても、ここに来たかったから」

「いやいや、会社はどうなってるんだよ」

　原田がもっともな突っ込みをする。

「僕がいなくても、みんなとても優秀ですから、企業は動いています」

　そこは自信を持って答えた。

「どうしても、どうしてもエナに会いたかったから」

「……それ、こういうところでしていい話？」

　珍しく原田が気を遣う。確かに、周囲に会話が聞こえてしまう環境でする話ではないだろう。

「あの……僕の部屋に来てもらえますか？」

　ヒュウッと原田が小さく口笛を吹いた。

「とうとう英奈に……」

　それをアードリアンが遮って言う。

「原田もですよ」

「え、俺も？　邪魔だろ」

　何かを感じ取っているのか、原田がそう言うが、アードリアンは溜息をつきながら言った。

「とりあえず、正しい情報と現状を、お伝えしたいです」

「あ～、なるほど」

　アードリアンの言葉に、原田が感心したように頷く。

「社会人として、それは正しい。英奈の教育がよかったか……って、英奈、おまえ、何呆けてんの？」

　それに英奈はハッと我に返った。話の内容と展開の速さに、なかなか頭が追いついていかないのだ。

「展開速くてついていけない。原田、よくついていけてるね」

「あ～、俺はまあ、立場的に第三者というか……多少は冷静だよ、うん」

　アードリアンに促され、今までの会話が周囲に聞こえていないことを祈りつつ、英奈たちは店を出た。

　噂のＳＰらしき男性二人が目に入った。ごく目立たないスーツ姿だが、身のこなしがどこか違う気がする。

「日本人なんだ。サングラスしてないなー」

　そう小声で言ったのは原田だ。

「この時間帯にサングラスしてる方が、目立つに決まってるでしょ」

　そして、英奈の突っ込みは的確である。

　気付かれていないと思っているのか、さりげなくその場から距離をとろうとする。そんなＳＰ二人に、アードリアンが声をかけた。

「二人をホテルに招待します」

　アードリアンの台詞に、ＳＰは一瞬言葉に詰まったようだったが、結局は「承知しました」と頷いた。

　駐車場に向かうと、黒塗りのバンを見つけた原田が「うわっ」と声を上げる。

「なんだよ、俺たち誘拐されるのか!?」

　ドラマや映画の中で誘拐犯がいかにも使いそうなバンを通り過ぎ、深いパールグリーンのセダンの前に止まった。

「こちらです」

「あれ、意外と普通」

　気が抜けたような声の原田に、

「目立つ車に乗るわけないですよ」

　とはアードリアンの突っ込みだ。彼もなかなか成長している。

「でも、５人はさすがに……」

　ＳＰの一人がそう言いながら原田を見ると、彼も、

「あ、やっぱり？」

　と返した。王子を後部シートに３人でぎゅうぎゅうに詰めて座らせるわけにはいかない、と思ったのだろう。

「じゃあ、やっぱり俺はここで……」

「大丈夫ですから！」

　アードリアンが慌てて原田を引き留める。

「原田にも来てほしいです」

「でもさ……」

　──ＳＰのお二人の視線が……。

　原田の視線がそう語るのに、アードリアンはにっこり笑う。

「みんなでくっついて乗りましょう。楽しそうです」

　確かに、そんな経験はしたことないだろうと思われる。

「じゃあ……」

　と原田が仕切って、アードリアン、原田、英奈の順にシートに収まる。

「なぜこの順番……」

　アードリアンが不満そうだ。英奈と密着して座れると思ったのかもしれない。

「英奈を真ん中に座らせるわけにいかないだろ」

「じゃあ、僕が真ん中に……」

「それはダメでしょ！」

　英奈と原田が慌てて言う。さすがに学生時代からの付き合いだけあって、台詞まできっちり一緒にハモっていた。

　アードリアンは不満そうな表情のまま、シートに寄りかかった。

「原田と密着……」

　なおも不満げに文句を言っているアードリアンに、

「悪かったな」

　と原田は返し、英奈は二人のやりとりを聞いてクスクスと笑った。

　車は十五分ほど走ってから、ホテルの車寄せに止まった。

「んんっ？　新宿？」

「はい。通勤も楽ちんです」

「……もちろんスイートなんだよな？」

「そうですね」

　サラッと認めたアードリアンだが、こんなに近いホテルに宿泊しているとは知らなかった。

　このホテルは眺望が良く、ラグジュアリー感もあると有名なホテルだ。しかも職場から近いなんて、言うことないだろう。

「灯台もと暗しって、こういうことね」

　英奈は感心して呟いた。

　通されたスイートルームへは、途中階で別のエレベーターに乗り換えていく。

「すごい……」

　英奈と原田が口をあんぐりと開けている様子を、アードリアンは楽しそうに見詰めていた。もちろん、彼のＳＰも一緒だ。

　部屋からの眺めがまたすばらしく、二人はしばらくの間、窓にへばりついて眼下に広がる新宿の夜景を見ていた。

「昼間は、山の方まで見えます」

「酔いも吹っ飛ぶわ」

　原田が言い、英奈が言葉もなく頷く。もっとも彼らは、それほど飲んでいたわけではなかったので、酔ってもいないだろうが。

「王子様って、マジすごいわ」

　そう言った原田の言葉を、アードリアンが訂正する。

「経費は国から出ていませんよ。僕の会社からです」

「そうなの？」

「さすがに、僕個人のわがままで日本に来ていますから。仕事は、この部屋でやってます」

　書斎のようにしつらえてある部屋に、ＰＣが置いてあった。

「インターンの他に？」

「インターンは教わるだけですよ。そんなに仕事をしている感じはないです」

　なるほど、と英奈と原田が頷く。

「時差もあるので、ちょうどいいです」

「働き者だなぁ」

　思わず原田が呟くと、アードリアンがにっこり笑って「ありがとうございます」と返した。

「睡眠時間、大丈夫？」

　英奈は彼の身体を心配する。

「インターンとこっちの仕事とじゃ、ずいぶん短いんじゃないの？」

「心配してくれるんですね」

　アードリアンは嬉しそうだ。

「僕はもともと、睡眠時間が短くて大丈夫なんです」

　そしてコホンと小さく咳払いをし、

「さて、本題です」

　と言った。姿勢を正したアードリアンに、

「前振りが壮大すぎて、更にこれから本題とか……」

　と呟いて、英奈が一杯一杯の顔をして見返す。逆に、原田は何か確信でもあるかのように、

「早く言っちゃえ」

　とせき立てた。

「え、原田、何か知っているの？」

「男のカンな～」

　おもしろそうな表情で、そう言っているだけだ。

　心を落ち着けるように大きな深呼吸をして、口を開こうとしたアードリアンだったが、しばらくそのままで固まっている。

「？」

　英奈が、彼の様子を見守っていた。口を開いては噤むという動作を何度か繰り返しているアードリアンは、なかなか言葉を発せずにいる。

「アードリアン、大丈夫？」

　思わず訊いてしまった英奈に何度か小さく頷き、再び深く深呼吸をした。

　緊張のせいか、金色の睫が震えているように見える。その彼の緊張が英奈にも伝わってきて、彼女は思わず胸の前で手を組んだ。

　綺麗な緑の瞳が英奈を真っ直ぐに見詰める。彼の真剣さが、その視線の強さからも痛いほど伝わってきた。

　ようやくのことで決意したのか、アードリアンは真剣な表情で英奈に向き合う。

「エナ」

「はい」

　彼の呼びかけに、英奈は背筋を反射的にピンと伸ばした。

「エナが好きです」

「……え？」

　一瞬戸惑ってから、英奈は曖昧な笑みを浮かべる。彼の言葉の真意が測りかねたので、一番当たり障りのない返答をした。

「……ありがとう。私もアードリアンのこと好きよ」

　その軽い返答に彼は戸惑いの表情を浮かべ、原田は英奈の肘を突いた。

「意味が違う」

「えっ？」

　二人がコソコソやりとりしているのを見て、アードリアンがもう一度咳払いをして、言い直した。

「エナを愛しています」

「えっ!?」

　──よく言った。

　応援態勢に入っていた原田は、グッと親指を立てた。反対に英奈の方は、目をまん丸くして言葉を失っていた。

「あの……」

「愛しています」

　畳みかけるようにもう一度、アードリアンが伝える。その瞳はとても真剣で、冗談を言っているようには見えない。

















「ちょ……っと待って」

　額に手を当てて、考えをまとめようとする英奈は、明らかに混乱していた。

　──王子……プリンス……一国の……そんな人が愛してるって……。

　日常を遙かに超え、ついでに英奈のキャパも遙かに超えた現実がここにある。そう、これは、おとぎ話ではなく、現実なのだ。

「俺、証人として呼ばれたんだな」

　アードリアンの告白が事実であり、真実であるという証人に。その原田の言葉に、アードリアンが頷く。

「僕が真剣であるという証人に、なってください」

「了解した」

　頷いた原田に安心した表情を浮かべ、次いで英奈に向き直る。

「エナ、困ってますか？」

「困ってる……？　うん、確かに困ってる。どうしていいかわからない」

「僕の気持ちは伝わりましたか？」

　綺麗な緑色の瞳が、真摯な色を浮かべて自分を見詰めているのに気付いて、英奈は頷いた。

「それは、はい、わかりました」

　なぜか丁寧な言葉になってしまった。

「それで、ええと……」

　ここからはなんと言えばいいですか？　とアードリアンが原田に視線で助けを求める。それに彼は溜息をついて、

「付き合ってください、だろ」

「それです！」

「省略しない！」

　原田に怒られて首をすくめ、再び英奈に向き直って真面目な表情になる。

「付き合ってください、エナ」

　──一国のプリンスと……？　無理無理、ハードル高すぎだよ。

　確かに、自分を慕ってくれるアードリアンはかわいいし美しいし、基本的にとてもジェントルだ。だから、気持ち的には彼の手を取ってしまいたいところだった。

　が、いかんせん身分が違いすぎる。現代日本で、こんな風に身分の違いを実感する日が来るなんて、思ったこともなかった。

　どうしよう、という視線を原田に向けると、彼は大げさに溜息をついた。

「まったく二人とも、俺を頼りすぎ。俺はいるだけで何もしないからな。英奈は、自分の胸に手を当てて、どうしたいか考えてみろ。……ってことで、そろそろいい時間じゃないのか？」

　言われた英奈は、ハッとして腕時計を見た。

　十一時近かった。飲んで帰るには遅いというほどではなかったが、できれば一度、気持ちを整理する時間が欲しかった。今日はいろいろなことがいっぺんに起こりすぎる。

　多分原田も、そんな英奈を気遣って言ってくれたのだろう。

「あ、そう、そうですね。エナ、送ります」

「大丈夫。そんなに遅くはないから」

　二人を部屋から送り出したアードリアンは、まるで置いてきぼりをくらった犬のような顔をしていた。

　英奈は、そんな彼がかわいそうになり、

「ちゃんと考えます。少し整理する時間をください」

　と、まるで弟に語りかける姉のようにアードリアンに言った。

「お願いします」

　と英奈に。

「今日は、ありがとうございました」

　と原田に、丁寧にアードリアンは礼を言う。今回は、ずいぶんと応援してもらったと気付いたのだろう。

「いやいや」

　原田はニッと笑って彼に親指を立てると、

「がんばれ」

　と激励した。





第六章




　視線を感じて振り返ると、アードリアンと目が合ったことが何度もあった。そこから彼の好意を感じ取っていたし、恋愛ではないにしても、それに近い感情を持たれているのかもしれないと思ったこともある。

　しかし、具体的に付き合うなんて想像できなかったし、それ以前に、彼から告白を受けるとも思っていなかった。英奈の中でそれは、ささやかな妄想の類だったのだ。

　外国の政府高官の息子、というだけでも、自分とは違う世界だと思っていたからだ。物珍しさで日本の小さな会社にインターンとして通って、その空気だけ感じて帰国するのだと思っていた。

　だが、アードリアンは一生懸命だったし、真面目だったし、文化にも馴染もうとしていた。

　それは、彼が留学生の頃からそうだったことを、英奈は知っている。

　ただ、なぜそれ程までに日本にこだわるのか、ということについてはわからないままだった。

　アードリアンの視線は雄弁だ。告白をしたことで開き直ったのか、仕事の最中でも英奈を見詰めてくる。

　それは遠慮がちなのだが、英奈はいやと言うほど感じ取ってしまう。まるで、彼に対してのチャンネルが開かれたという感じだった。

　アードリアンの視線も、小さな呼吸も、体温の変化さえも、隣の席だからなのか、手に取るように感じられた。

　それはいっそ息苦しいほどで、英奈は時々席を立って気持ちを落ち着けなくてはならないほどだった。

　だが、それらを不快に思っているわけではなかった。これほどまで真っ直ぐな好意を向けられたことはなく、そういう意味では、英奈の心は揺らいでいた。

　仕事モードの時には封印している『女』の部分に、彼が触れてくるからだ。それに、反応しそうになっているから困惑するのだ。

「これの翻訳をお願い」

「わかりました」

　英奈が英語の書類を渡し、アードリアンが受け取る。そのまましばらく固まっている彼に、英奈が「何？」と問う。

「何でもないです」

　見詰める時間が長すぎる、と思う。多分、それは英奈だけでなく、第三者だって感じ取っているはずだ。現に英奈は今、佳織に手招きされたところだ。

「何かあったの？」

　アードリアンには聞こえない場所で、彼女は訊ねた。

「何がですか？」

　とぼけようとしても無駄なのはわかっていたが、一応言ってみる。

「アードリアン君と」

「特には……」

「う～ん」

　彼女は腕組みをして英奈を眺め、小さな溜息をついた。

「まあ、仕事に支障がなければ、個人的なことにはあまり口出ししたくないけど」

「……はい」

　二人の間に、何か個人的な問題が発生していると言うことは、彼女も感じているということを暗に伝えられた。

「困ったことになってる？」

　それは、英奈の立場を慮おもんばかった質問だった。第一にアードリアンは、社長ですら断れなかった相手である。そんな相手から、立場を盾に何かを迫られたら、英奈だって断れないだろうことは、佳織も理解していたからだ。

　だが、佳織の心配が少し違うということは、英奈は伝えたかった。

「大丈夫です」

「本当に？」

「本当に、大丈夫です。私の気持ち次第なんで」

　この言葉で、佳織は大体のところを理解した様子だった。

「そうか」

　サバサバした口調で彼女は言った。

「なら、英奈ちゃんがきちんと答えを出す番か」

「そうですね」

　苦笑して答え、英奈は席に戻った。

「エナ、大丈夫ですか？」

　上司に呼び出された英奈を心配して、アードリアンが声をかけてくる。それに、英奈はフッと笑ってしまった。

「大丈夫」

「…………」

　なおも何か言いたそうな顔をしたアードリアンだったが、英奈がＰＣに向き合うと、諦めて仕事を再開した。




「エナ、今日は食事に行きませんか？」

　アードリアンがそう誘ってきたのは、件くだんの告白から一週間近く経った頃だった。そろそろ我慢ができなくなってきたのかもしれない。

　現に彼は、英奈の答えが欲しそうな視線で見ていることが多い。

　──そうよね。

　はっきりとした返答をしないままズルズルと引き延ばして、席は隣同士で仕事をしているなんて、不自然きわまりない。

　英奈自身も、このままではいけないと思っていた。ただ、きっかけがつかめなかったのだ。そういう意味では、彼の誘いはありがたかった。

「ええ、そうね。久しぶりに行こうか」

　そう言って頷いた英奈に、アードリアンは嬉々としてどこかに連絡をした。多分、店の予約を誰かに頼んだろうと思われた。

　そして仕事が終わって職場を後にすると、例の車が少し離れたところに停まっていた。

「車で移動します」

　アードリアンに誘われて、その車に乗り込む。相変わらずのなめらかな動きで発進すると、彼は聞こえるか聞こえないかくらいの小さな溜息をつく。

　それは、隣に座っている英奈だけに聞こえる程度のものだった。

　何かを思い詰めているのか、あるいは、二人だけになれて（実際には運転席と助手席に二人いるが）ホッとしているのかもしれない。

「今日は居酒屋じゃないですよ」

　彼がそう言ったのに、英奈が小さく笑った。

「どこでもいいのに」

「ゆっくり話がしたいので」

「……そうね」

　緊張した様子の彼に、英奈も思わず緊張して答えてしまった。

　アードリアンが連れて行ってくれたのは、彼が宿泊しているホテルにあるレストランで、眺めのいい個室だった。

「ここは、相変わらず景色が素敵」

　英奈が嬉しそうに呟いたのへ、アードリアンがやっと笑みを見せた。

「エナが喜んでくれると、僕も嬉しいです」

　あくまでも紳士的な、礼儀正しい彼を見返し、英奈はもう一度自問する。

　──彼の手を取る覚悟が、あるのかな？

　おとぎ話でない現実の中で、一国の王子が差し出した手を、取る覚悟があるのかどうか、自分の中で確認する。

　その思い詰めた英奈の様子を解すように、彼はワインを注文し、食事をしましょうと促してくれた。

　オードブルはフォアグラ、サーモン、ズワイガニに黒トリュフと贅沢な素材を、色鮮やかなジュレやソースが彩っている。

「きれい……」

　思わずこぼれた感嘆に、アードリアンは微笑んだ。

「季節に合わせた彩いろどりがきれいですよね」

　食べ慣れているであろう彼だったが、英奈に合わせてそう言った。

　魚料理はホタテ貝をカプチーノソースで、メインの肉料理は国産牛のとろけるような柔らかさを味わった。

　ワインは、肉料理に合わせた極上のカリフォルニアワイン。フランスワインよりも、今や人気があるとして有名なブランドは、英奈も以前飲んだことがあるものだ。が、もちろん、そんなにしょっちゅう飲めるものではない。

　心から食事を楽しんでいる様子の英奈に、アードリアンは目を細めていた。

「あ、ごめんなさい。私だけ楽しんでる？」

「とんでもない。食事も、ワインも、食事をしているエナも、全部極上で楽しいです」

　そんな台詞をサラリと言うアードリアンに、却って英奈の方が恥ずかしくなってしまうのだ。

　純粋に食事を味わうために、二人は職場の話を中心に、当たり障りのない会話をした。そして、最後のコーヒーが運ばれてから人払いをし、アードリアンがようやく本題を切り出す。

　彼が姿勢を正したことで、英奈も思わず背筋をピンと伸ばしてしまう。

「エナ」

「はい」

「考えてくれましたか？」

　真剣な瞳を見返しながら、英奈は小さな深呼吸を一つする。彼の真摯な気持ちに応えたいと、心から思っていた。

「ええ……アードリアンの気持ち、とても嬉しかった。でも、身分が違うから、ものすごく悩んだのも事実」

　それに彼は、不安そうな顔をする。そんな表情さえかわいいと思ってしまう英奈だった。

「僕は、ひとりの実業家だと思って欲しいです」

「それは無理でしょう？」

　さすがに、と英奈は返す。

「あの、結果を急かしてはダメですか？」

「なんの結果を？」

　アードリアンが焦れたように言葉を継ぐ。

「僕と付き合ってください。恋人になってください」

　かき口説くような必死さを見せる彼は、ただの恋する男だった。

　一国の王子であっても、実業家として会社の運営をする者であっても、それ以前に、英奈を愛するただの男だ。

　気持ちが痛いほど伝わってくる。その反面、彼の手を取ることに震えるような怖さも感じる。

　──彼に応えたい。でも、その後は？

　これは夢物語ではなく現実の出来事。だからこそ、返事をした後のことをいやでも考えてしまう。それらを背負う覚悟が、英奈自身にあるのかどうか……。

　目を閉じて、もう一度自分の心の中を探ってみる。英奈自身がどうしたいのか、だけではない。多分、生活が大きく変わる。制限も増えるだろう。それは、二人が好むと好まざるとに関わらず、アードリアンの立場だったら必然的についてくるもの達だ。

　知らない世界に飛び込むようなものだ。その前で英奈は立ちすくんでいる状態なのだ。

　それでも、彼に応えたいの？　と英奈は自問自答した。

「エナ……」

　彼女の沈黙に不安になったのか、アードリアンが不安そうな声で呼びかける。その声に、英奈はゆっくりと瞼を上げた。

　テーブルの上に置いた英奈の指先を、不安そうな表情でアードリアンがそっと掴む。その震えるような感触に、英奈は思わず口元をほころばせる。

　──愛おしいな。

　そう思った。自分を震えるほど欲してくれる相手がいる。こんなにも懸命に、自分を愛してくれている。そう思ったら、もう我慢できなかった。きっと、断ることの方が難しい……。

　アードリアンだって、自分の立場を十分理解した上で告白をしてくれたのだから、英奈もそれに応えるために、ありったけの勇気を振り絞ろうと決意する。

　──うん。大丈夫。

　自分自身に言い聞かせるように小さく頷くと、英奈はようやくのことで口を開く。

「はい」

「……え？」

　緊張で声がかすれてしまったのか、アードリアンの耳には届かなかったようだ。呼吸を整えて、もう一度はっきりと伝える。

「だから『はい』です」

「付き合ってくれますか？」

「はい」

「恋人になってくれますか？」

「はい」

「本当に？」

　疑うような視線のアードリアンに、思わず笑ってしまう。

「本当に」

　今まで深刻に考えていたのが馬鹿馬鹿しく思えるほど、彼は普通の男で、ちょっとかわいい年下のインターンで、英奈が大切に想う相手だった。

　彼がガタンと椅子を慣らして慌てて席を立つと、英奈もつられて立ち上がる。アードリアンは恐々と手を伸ばし、英奈の手をそっと取る。

「エナ、愛してます」

　跪いて恭しく手の甲にキスをされると、たったそれだけでクラリとするような酩めい酊ていを感じた。次いで、キュッと指先を掴まれる。

「エナ」

　立ち上がった彼は、それでもまだ戸惑ったように英奈の指先を掴んでいる。その手を握り返し、少し震えながら彼の腕の中にそっと身を寄せる。

　するとアードリアンは、嵐のように英奈をかき抱き、その唇を奪った。

















「エナ、エナ、エナ……」

　何度もキスを繰り返し、息をつくのと同時に英奈を呼ぶ。彼女はそれに応えるように、アードリアンの背中に腕を回して、ただただ強く抱きしめる。

　キスは乱暴なほどに荒々しく、唇はまるで打撲を受けたかのように何度も衝撃を受け、口中に入り込んだ舌先は、いつもの彼からは想像もできないくらい淫らに蠢いた。

　アードリアンの欲望に満ちた抱擁は、英奈すらも煽る。互いの呼吸は荒く、服越しにも体温が上がっていくのがわかった。

「ああ、エナ」

　まるでうわごとのように繰り返し、アードリアンが強く腰を押しつけてくる。高ぶり始めているそれを感じて、英奈はここがどこかを忘れそうになるくらい、強い欲望を感じて小さく喘いだ。

「ああ、どうしよう……」

　アードリアンが英奈の耳元で呻うめく。

「嬉しくって、吐きそうだ」

　興奮して、昂揚して、淫らな空気が漂い始めたときの台詞にはそぐわないそれに、英奈は閉じていた瞼を上げた。

　金色の髪の向こうに、室内を照らすシャンデリアが見えた。アードリアンの呼吸、背中を圧する腕の強い力──。

　ただ、彼の先程の台詞でふと我に返った。ジワジワとおかしさがやってくる。

　トントンと彼の背中を叩き、彼の名を呼ぶ。

「アードリアン」

「エナ……」

「本当に吐きそうだと困るんだけど」

　それに彼は、腕の力をそっと抜いて、英奈との間に少しだけ隙間を作り、彼女をまじまじと見下ろした。

「それは、モノの例えです」

「日本人より日本人っぽいとは思ってた」

　震えるような感覚から一転して、穏やかな、どちらかというとのどかな空気が漂ってしまった。それがおかしくて、英奈が吹き出す。

「エナ？」

「アードリアンは、素敵だなと思って」

　今のどこが？　と彼は不思議そうな顔で見詰めてくる。それににっこりと笑った英奈は、

「すべてが素敵。頭がぼうっとするくらい」

「え？　もしかして酔いましたか？」

「酔った、かも」

　その言葉に、にわかにアードリアンが慌て始めた。

「それは、大変です。気分悪くないですか。お水もらいますか？　誰か呼びますか？　医者に行った方が……」

「モノの例えよ」

　間近で見詰めてくるアードリアンの鼻び梁りょうにチュッとキスをして、英奈は彼の頬に両手を添えると、その吸い込まれそうな緑の瞳を見つめた。

「不思議……この瞳に、私しか映ってないなんて」

「エナだけでいいです」

「ホントに？」

「本当です」

「いろいろ背負ってるのに？」

　アードリアンは困ったような顔をして、真剣な顔で言った。

「すべて捨ててしまいたい」

「…………それは、ちょっと困るかな」

「なぜ？」

「なぜって……何となく」

「肩書きがあった方がいいですか？」

「そういうことじゃないわよ」

　英奈はやんわりとアードリアンを抱きしめると、彼の胸元に顔を埋めた。微かな雄の匂い。こうしてみると、彼の身体が思った以上にしっかりとしていることに気付く。

「女性は、王子様を待っているモノじゃないですか？」

　彼の腕の中で、英奈はおかしそうにクスクス笑った。

「それもモノの例え。王子様みたいに素敵な人と出会えるといいな、ってことよ」

「僕は王子です」

「ホントにびっくりする。まさか、肩書きが王子様の人と出会うなんて思ったこともない」

「エナの前では、一人の実業家で、一人の男ですよ」

「うん」

　嬉しくなって、彼を見上げる。至近距離で、アードリアンは愛おしそうに英奈を見詰めていた。

「なんだか、非現実的でふわふわしてる」

「現実ですよ。ほら」

　そう言って彼は、再び英奈の唇を奪う。今度はゆっくりと確かめるように、唇の感触を互いに意識し合うように触れ合わせ、徐々に深く交わらせる。

　英奈は彼の唇を味わい、舌を味わい、その酩酊にふらつく身体をアードリアンにしっかりと支えられた。

　アードリアンの手が、英奈の背中を這い、そろりと下へと降りてくる。腰を撫で下ろされると、ゾクゾクするような快感が這い上がってきた。

　──コンコン。

　ドアをノックする音に、英奈がハッと我に返る。そうだった、彼には常にＳＰが付いていたのだと、今更ながらに思い出した。

　──今までの会話も全部、聞かれていた……？

　急に羞恥がやってきて、英奈は頬が熱くなるのを感じた。慌てて彼の腕の中から逃れようともがいたが、アードリアンの腕がそうさせてくれない。

「アードリアン様、ホテルに戻られますか？　お時間ですが」

　顔を見せずに、ドアの向こうから声がした。

「戻る」

　アードリアンは短く答え、英奈に屈み込んで額にキスをする。

「僕の部屋に来てください」

「……お茶だけ」

「もう少し一緒にいたいです」

「私も」

　指先を握り合いながら、再びそっと唇を合わせると、ようやくのことで身体を離した。




　この日から、二人の逢おう瀬せが始まった。

　時には映画館の暗闇で、互いに脚をくっつけ、身体をくっつけ合って手を繋いだ。

「映画、ちゃんと観て」

　英奈が悪戯を仕掛けるアードリアンの指を握る。彼は、英奈の腿をなぞろうとしていた。

「観てる」

「日本語の勉強がしたいって言ったの、誰？」

　小声で言うが、アードリアンの指を最後まで拒むことはできない。結局は、ゆっくりと腿の上で遊ぶアードリアンの指を許し、周囲に聞こえないように英奈は小さな溜息を漏らすはめになってしまう。

　もっとも彼は、今更勉強しなくても、日本語に関しては問題ないのだ。日本語の勉強がしたいなどと言うのは単なるこじつけである。

「ね、後でちゃんと話教えて」

　映画に集中できなくなってしまった英奈は、アードリアンにそう囁く。

「まかせて」

　楽しそうに言い返しながら、彼は英奈の頬に軽くキスをした。




　アードリアンは、居酒屋が好きだ。自国にはないタイプの店だからだそうだ。

　一度、原田御用達の渋い店に連れて行ったことがある。人好きのする老夫婦がやっている店だ。こぢんまりとして、あまり綺麗とは言えないが、常連客でいつも賑わっている。

「あらぁ、掃きだめに鶴だね」

　そう言ったおばちゃんに、客から「掃きだめはないだろ」と突っ込みが入るような、アットホームな店である。

「これはなんですか？」

「ポッピー？　渋いものを……」

「どんな味？」

「頼んだ方が早いわね」

　英奈は自分にはビールを、彼のためにポッピーを頼む。

「焼酎を入れて、そこにポッピーを注ぐと、ビールっぽい飲み物になる」

「ビールとは違うんだ」

「似てるけど違う。濃さも自分で調整できるから」

　アードリアンは興味津々だ。普段は、レストランでワインをたしなむことが多い彼だが、日本の食文化にもすんなり溶け込めるのは、やはり留学経験があるからだろう。

「鳥軟骨、焼き鳥最高！　唐揚げもおいしい」

　確か、大学時代も彼は唐揚げが大好きだったイメージがある。自国の料理に似たものはないのだろうか、とご満悦のアードリアンを眺めながら思う。

　彼が一国の王子だと、誰が思うだろうか。唐揚げを頬張ってニコニコしているところなんて、ただの居酒屋好きの外国人だ。

　クスッと英奈が笑ったのに、アードリアンが不思議そうな顔をする。

「何？」

「なんでもない」

「教えてください」

「いや、食べてるところが子どもみたいだと思っただけ」

　すると彼は、不満そうな顔で英奈に返す。

「子どもじゃないです」

「わかってる、けど……フフッ」

　おかしくて吹き出した。まさしくその表情が子どもみたいだというのに、アードリアンは気付いていないらしい。

「エナ？」

「大丈夫、なんでもない。楽しいの」

　本当に楽しくて、自分の一大決心はなんだったのだと思うくらい、日々は穏やかだ。そして、ＳＰの姿さえなければ、彼が王子様だなんて実感する機会は少ないと言ってもいい。

　そう。ＳＰの存在に慣れるのは、一般人の英奈にはまだまだ難しかった。

　アードリアンはスキンシップが激しい。英奈はそれに困ることが多い。時に、移動中の車の中でキスをしてこようとするので、それを押しとどめるのに必死になる。

「どうして？」

「だって、見られてる」

　もちろん、ＳＰの二人のことだ。彼らは黒子に徹してはいるものの、すべて見聞きしている。二人の関係を承知しているから黙ってくれているが、それでも英奈には羞恥心があった。

「大丈夫」

「全然大丈夫じゃないっ」

　彼は、英奈の抵抗の意味が理解できないのか、きょとんとした表情をする。きっと、英奈の気持ちをわかってもらうのは、至難の業だろう。




　二人で食事をし、その後にアードリアンの部屋に行く。移動はいつも車なので、二人はそっと手を握り合っていた。

　基本的には、第三者が室内に入ってくることはない。アードリアンは、身の回りのことはすべて自分で行っていた。それは、留学経験があったからできたことかもしれない。

「身の回りとか、本当に一人で？」

「コンシェルジュがいるから、問題ない」

「仕事の秘書のような人は？」

「現地にいるよ」

「……本当に、ひとりで来てるの？」

「だから、ＳＰがつけられてる。これだけは譲れないそうだ」

　でも、彼らはとても礼儀をわきまえているので、アードリアンが呼ばない限りは室内に入ってこないで、入口で控えているのだという。

「ずっといるの？」

「多分……でも、そんなことは気にしないで」

　僕に集中して、とアードリアンは言う。柔らかなソファの上で、互いの体温を交わし合いながら、キスを繰り返し、互いを見詰めて愛を確認し合う。

　だが、彼はまだ英奈をベッドには誘わなかった。彼の中で、何か手順が必要なのかもしれない。もちろん英奈も、そんなに急激に燃え上がる関係は短いのだろうと思っているので、できることならゆっくりと知り合い、愛し合い、確認し合いたい。

　だから、彼の行為がもどかしくても、それすらも互いの感情を育てる一助になっていると思っていた。

「ふふ……」

　アードリアンの巻き毛は、英奈の首筋をくすぐるように動く。耳朶から首筋、さらにその下へといこうとする彼を抑えながら、その柔らかな髪の感触を楽しんだ。

　大きな手で、服越しに胸を揉みしだかれる。最初は遠慮がちだった彼の手は、やがて慣れたように英奈のそこを愛撫する。

「少しだけ……」

　そう言って、ブラウスの前を開け、器用に背中に手を回してブラジャーのホックを外した。

　白い胸元をまぶしげに見詰め、自分の手の下で少し形を変えていくバストを楽しんでいる。

　英奈の胸は、彼が想像していたのより少しばかり豊かだったようで、彼は嬉しそうにそこに顔を埋めた。

　まるで大きな子どもだ。英奈の乳首を舐め取り、ゆるく吸う。ただ、子どもと違うのは、それが明らかに淫らな空気を帯びているという点だろう。

　ピチャ、とわざと音を立てるようにして乳首に吸い付く。時々彼は視線を上げて、英奈の表情を確認していた。

　もしかしたら、英奈が我慢できなくなるのを待っているのかもしれない。彼女から抱いて欲しいとねだるのを待ちわびているのかもしれない。

　愛おしい、と思う。自分の胸元で淫らに乳首に吸い付き、時にゆるく噛み付いてくるこの金髪の男が、心底かわいくて愛おしかった。

　だから、彼の悪戯を許してあげる。時々大きく噛み付く仕草を見せても、英奈はすべてを彼に許す。自分を明け渡し、受け入れようと思ったときに、一つ上の恍惚がやってくる気がする。

















「エナ……」

　彼の英奈を呼ぶ声は、まるでそれが愛の言葉であるかのように響く。呼ばれるたびに、身体の内側がチリチリと焦げるような錯覚に襲われた。

　が、次の瞬間、彼はハッとして上体を起こした。何事かと思って耳を澄ましてみると、部屋の外がなにやらざわついている様子だ。

　そしてドアがノックされ、ＳＰの慌てたような声がした。

「アードリアン様、お客様をお通しします」

　それは、アードリアンの許可を得るものではなく、報告だった。通常だったら、通してもいいかと聞いてくるはずなのに……。

「エナ、あちらへ」

　服が乱れたままの英奈は、アードリアンの視線に従ってベッドルームへと向かう。そこで、慌てて服を直しながら様子を見ることにした。

　ドアが開く音がして、誰かが室内に入ってきたようだ。

「アードリアン。愛しの弟よ」

「兄上……？　どうしてここに？」

　──アードリアンの兄？　なんで急に日本に？

「仕事だよ。数カ国回って、仕事の話を各国首脳クラスとしている」

　どんな感じの兄なのだろうと、英奈は少しだけ首を伸ばしてみた。

　アードリアンと同じ金髪だったが、彼の髪はストレートで長かった。そして、着ている服も白のスーツで、何となくすべてがまぶしい感じだ。

















　──おとぎ話の王子様って、こんな感じかも。

　英奈は心の中で呟いてしまった。

「連絡をいただければ、お迎えに行きましたのに」

「それではつまらん」

　彼は、興味深そうに室内に入り、あちこちと見て回っていた。

「なかなか、コンパクトで住みやすそうだ」

「そうですね。僕には十分です」

　──この造りをコンパクトというの……？

　確かに、城とはまったく違うだろうが、そもそも比べること自体がおかしいというもの。英奈からすれば、会議室も含めたここの造りは、贅沢そのものだが。

「ふぅん、ベッドルームもなかなか……」

　覗き込んだ彼は、そこに佇んでいた英奈を見つけた。

「おや、先客がいたのか」

「あ、ええ」

　アードリアンが口ごもる。彼はまだ、英奈のことをちゃんと紹介する気はなさそうだ。

「女、こちらへ」

　失礼な仕草で、顎で呼ばれる。英奈は仕方なく先程までいた居間へと出て行く。

「ふぅん？」

　品定めをするように、上から下までじろじろと眺め回す。

「何とも貧相な女だ」

　ムカッとしたが、ここで言い返すと、多分アードリアンの立場が悪くなるに違いない。そう思って、英奈は我慢した。

「気が強そうだ」

「職場の先輩です。言動にはお気をつけいただきたい」

「職場の？　おまえに先輩などいるのか？」

「日本の仕事のやり方を習っています」

「ふぅん」

　ニヤリと笑い、彼はいきなり英奈の手首をグイと掴んで引き寄せた。

「きゃっ！」

　思わず悲鳴を上げた英奈に伸ばそうとした手を、アードリアンは握りしめて抑えた。

「ただの先輩ではあるまい？　この部屋に招待するくらいなのだからな」

「兄上っ」

「もう寝たのか」

　綺麗な顔に似合わず、下世話な口調で彼が言う。無理矢理抱きしめられて、もがこうとしても動けなかった。

「この女と」

「いやっ！」

　無神経な手が伸びて、英奈の胸を掴んだ。そして、アードリアンに見せつけるようにゆっくりと揉みしだく。

「なかなか、大きさはいい」

　ニヤニヤと笑いながら言う彼に、アードリアンは手を下ろして拳を握りしめながら、敢えて冷めたような口調で話す。

「本当に、日本に居づらくなるから止めてください」

「なら帰ってくれば良かろう。それとも、この女のためにとどまるか？」

「彼女は、そんなのじゃないですよ」

「そうか？」

　更に見せつけるように手を下腹に伸ばそうとする。英奈は必死でその手を掴んで押しとどめようとしていた。

「止めてっ」

　英奈の悲鳴を聞きながらも、アードリアンは動かない。それどころか、呆れたような溜息をついて見せた。

「兄上、彼女が気に入ったんですか？」

「ふん？　おまえはどうなのだ」

「僕は、そこまでは……」

　──え？

　耳を疑った。アードリアンは今、なんと言った？　英奈のことをそこまでは想っていないと言ったのか？

「本当か？」

　更に英奈の胸を鷲掴んだ手に力を入れていやらしく蠢かすが、アードリアンは眉も動かさなかった。

　でも、英奈は気付いていた。彼の手が小さく震えていることに。その表情が偽りのものであるということに。

「なんだ、つまらん」

　アードリアンがそこまで入れ込んでいないと感じた途端、彼は英奈をまるで物でも扱うように手を離した。英奈がその場にへたり込む。

「一体何をしにいらしたんです」

　少し苛立った風に訊いたアードリアンに、彼はニヤリと笑って答えた。

「激励に来たに決まっている」

「激励、ですか？」

「そうだよ。我が愛しの弟が、日本でどんな暮らしをしているのか、見てみたかったんだよ」

「平凡な毎日ですよ」

「たまに女を連れ込んで、な」

「別に、今日がたまたま彼女だっただけです」

　ブルーの瞳でまじまじと弟を見詰め、そして床の上の英奈を見下ろし、彼はふんと嗤わらった。

「まあいい」

「いつまでいらっしゃるのですか？　よろしければ後日改めてお食事でも……」

「いらん。明日には帰国する」

「それは……大したおもてなしもできずに、申し訳ありませんでした」

　丁寧な弟にふんと鼻を鳴らし、彼はおもしろくもなさそうにドアに向かう。

「帰る」

　そう言うと、ドアの前に控えていたお付きの者にドアを開かせた。そして、長い髪をなびかせて颯さっ爽そうと去って行く。

　まるで嵐のような出来事だった。

　彼が部屋から完全に離れたことを確認したアードリアンは、慌てて英奈に駆け寄る。

「エナ、大丈夫？」

「へ、平気……じゃない」

　今更のように、指先が震えていることに気がついた。

　アードリアンの前で、あんな風に身体を触られ、ひどい扱いをつけたことにも傷ついていたが、それ以上に、アードリアンの態度に傷ついていた。

「エナ……」

　抱きしめようとする腕をグイと押しやる。

「エナ？」

「私のこと、どうしてあんな風に言ったの？」

　語尾が震えているのは、先程のショックが引いていないせいなのか、それとも、怒りのせいなのだろうか。

「お兄さんに、なんであんな風にっ」

　言葉が詰まってしまった。悔しくて涙がにじんだ。それにアードリアンは、思わず英奈を抱きしめる。

「ごめんなさい」

　その腕から逃れようともがいたが、彼は腕の力をゆるめてくれない。

「いやっ、嫌い、離してっ！」

　その言葉に傷ついた表情をするものの、アードリアンは腕を放そうとはしなかった。それどころか、逆にますます強く英奈を抱きしめる。

「エナ、本当にごめんなさい。あなたを傷つけるつもりはなかった」

「傷ついたわよっ！」

　ドンッと悔し紛れに彼の胸を叩くが、アードリアンはびくともしない。

「兄は、僕が嫌いなんです」

　その言葉に、ふと英奈の動きが止まる。

「そして、僕の物は何でも奪っていく。今まで、僕が大切にしてきた物は、すべて彼に奪われてきました」

「………」

　英奈は、アードリアンが激高している様子を初めて目の当たりにした気がした。

「だから、エナだけは奪われたくなくて、気のないそぶりをしました」

　──やっぱり、ね。

　英奈は何となく気付いていた。彼の押し殺した怒りも、英奈にさして気がない風を装っていることも。

　それでも、頭ではわかっていても、心が追いつかないことがある。今がまさにその状態だ。

「エナを傷つけた……ごめんなさい」

　そして多分、アードリアン自身も傷ついているのかもしれない。英奈を、自分の目の前であんな風に扱われたことに。

「傷ついた」

「うん」

「でも、本気じゃないってことも、気がついてた」

　すがりつくように、アードリアンの背に腕を回す。

「だってあなた、バカみたいに私のこと好きだもの」

　彼がホッと小さく溜息をつくのが聞こえた。そして、英奈を抱く腕に更に力がこもるのを感じた。

「エナだけです。エナが大事。誰にも奪われたくない」

「……でも、お兄さんにはあの態度なの」

「我が国で、王族の順位は絶対なのです。弟は兄に逆らってはいけない」

「それがルール？」

「そうです。どんな理不尽なことでも、従わなくてはならない」

「……お兄さんが国王になったら、大変そうね」

　小さな溜息とともに言った英奈に、アードリアンが笑う。

「それは、大臣たちがいるから大丈夫です。王族が単独で政治を回すことはない」

「なるほど、現代的」

「もちろんですよ」

　──それなら安心した。

　あんな関係は、王族の兄弟間だけの力関係なのだと、理解できた。

「腹は立つけど……」

「僕は気が気じゃなかった」

　アードリアンの腕を借りて立ち上がる。まだちょっとふらついていた英奈に、彼はそっと腰を支えるように腕を回す。

　いつも紳士的だ。なのに、今はその腕を離して欲しくないと思っている。

「エナを奪われたら、生きていけない」

「大げさだわ」

「本気です」

　英奈の頬を抑えて、アードリアンが覗き込む。その瞳に、嘘は一つもなかった。

「……うん。信じてる」

　そっと唇を重ねる。先程の件が互いに危機感を抱かせたのか、なぜだか必死になって互いを求めた。

　──帰りたくない。

　英奈が思ったことを、アードリアンも思っていたようだった。

「エナ、今日は帰らないでください」

　その言葉の意味がわからないほど、子どもではない。

「お願いです。エナ、僕と一晩中、一緒にいてください」

　改めて言うように、彼は立っている英奈の前で膝を折り、もう一度懇こん願がんした。

「お願いします」

「はい」

　大切な人だ。大切な王子様だ。そして英奈の恋人であり、欲望の対象でもある。

　答えた途端に抱きしめられ、顔中にキスを受けた。言葉もなく乱暴に、だが英奈が答えたことにより、自信を持った声音で更に言う。

「君を、僕にください」

　興奮した声に、英奈も煽あおられる。

「手、もう回してるのに」

　間近な吐息に、かろうじてそう答えた。柔らかな外見のくせに、彼の腕はしっかりと彼女の腰をホールドしている。

「ちょっと、がっついてます」

　囁きながら、彼が耳元にキスをしてくる。そのくすぐったさに首をすくめて、英奈は小さな溜息をついた。

「もういいでしょう？」

「何が？」

　焦らす英奈の頬にキスをし、唇の端を舐めながら、金髪の王子が言う。

「抱いても」

　ストレートな言い方だった。彼がそんなふうにはっきりと言葉にするなんて思わなかったので、英奈は思わず至近距離で彼の顔を見返した。

「何？」

「……いつもと違う」

「いつもは、猫かぶってました」

「……でしょうね」

　巧みな彼の指先は、英奈を抱きしめながら胸元を撫でている。悪戯をするような仕草で、確実に英奈の性感を煽ろうとしている。

「アードリアン」

　それが彼の名前。正真正銘の王子様。でもその一方で、英奈を征服しようとしているひとりの男でもある。

　押しつけてくる下半身は、すでに半分ほど勃ち上がっていた。その強い欲望に、英奈はジリジリと炙られているような気さえしてくる。

　少しだけ身体を離そうともがくと、更に強く抱きしめられ、胸元に顔を押しつけられた。

「エナ、聞こえる？」

　早鐘のような鼓動──欲望の奔流を必死に耐えているのだと言わんばかりの切羽詰まった声。それがなんだか愛しくて、英奈は彼の背中に腕を回した。

「聞こえる」

「僕はもう、エナを裸にして、メチャクチャに愛したい」

　ストレートな言葉にクラクラする。今までに、ここまで英奈を求めてきた男がいただろうか。

「愛して……」

　そう誘った。彼の背中に回した手に力を込めると、アードリアンはますます腕に力を込めて、英奈の顔にキスの雨を降らせた。

　細い、けれど男らしい手で、力で、英奈の胸を揉みしだく。甘く溢れる吐息をすくい取るように、アードリアンは彼女の唇を丹念に舐め、耳朶をゆるく噛み、首筋にもキスをした。

　英奈の身体の奥から、最初の快感の波がやってくるのを、彼は間近で見詰めている。

「アードリアン……」

　自分を呼ぶ声が小さく震えたのを、彼は感じていた。右手を英奈の胸元で遊ばせながら、左手を背中から下半身へと滑らせていく。

「エナ、気持ちいいの？」

「……言わせるんだ？」

　うっすらと目を閉じかけていた英奈は、瞼を上げてチラリとその綺麗な顔を見返す。アードリアンは、ニコリと笑って頷いたが、瞳の奥には獰猛な欲望が渦巻いていた。

「気持ちいいわよ」

「うん」

「……だから、早く脱がせて」

「はい」

　彼女の言葉に、アードリアンは恭しく頷き、そっと身体を離した。

　豪華なスイートの、豪華なキングベッドのある寝室に連れて行こうとする彼だったが、英奈は小さく抵抗する。

「えっ？」

　自分をすくい上げようとするアードリアンに、英奈は慌てて手を突っ張らせた。

「無理無理無理！」

　お姫様抱っこをしようとする彼を押しとどめると、アードリアンが不思議そうな顔で見返してくる。

「なぜ？」

「重いから」

　お姫様抱っこなんて、映画かドラマの中くらいでしか見たことがない。もちろん、英奈自身経験したこともない。

「エナくらい、抱き上げられるよ？」

「……そんな華奢な身体で？」

　疑り深く言った彼女ににっこり笑うと、アードリアンは軽々と英奈を抱き上げてみせた。

「華奢じゃないです」

「……ホントだ」

　英奈は認めざるを得なかった。彼が、とても綺麗で華奢に見えるとしても、身体はしっかりとした男であると言うことを。

「女性は、お姫様抱っこを望むものなんでしょう？」

「……相手によると思うけど」

　そう返しながらも、英奈は彼の首筋に腕を回して身体をゆだねた。英奈を抱いて寝室に入るときにも、彼は重たそうなそぶりすら見せなかった。

　そして、丁寧に、とても大切な物を扱うように、英奈をベッドの上に下ろす。

「抱かれ心地はいかがでしたか？」

　いたずらっ子みたいに言う彼に、英奈は感心したような顔で言った。

「極上でした」

「すてきな乗り心地でしょう？」

「そうね……」

　そろりと手を伸ばして、背中のファスナーを下ろそうとする手に協力するように、英奈は少し前屈みになる。

　彼は丁寧に英奈の髪を避け、ファスナーを恭しく下ろした。スルリと腕を外して、下着姿になった英奈を、アードリアンはまじまじと見詰める。

「見ないで」

「見たいです」

「後ろ見てて、自分で脱ぐから」

「それは許されません。あなたも、さっき脱がせてって言った」

「……そうだけど」

　その辺りは頑として譲らなかった。仕方なく、英奈は彼の手に自分をゆだねる。彼はゆっくりと丁寧に、英奈の下着を脱がせた。

「アードリアンは脱がないの？」

「僕の裸を見たいですか？」

　見たい、と答えてから、英奈は手を伸ばして彼のシャツをパンツから引き出した。少し乱暴にボタンを外していく。

「エナは性急だ」

　少し笑うような声が頭上から聞こえてきたが、その声に微かに興奮が混じっているのを英奈は聞き逃さなかった。

「アードリアン、興奮してる」

「そうです」

　上半身をはだけたアードリアンが覆いかぶさってくる。彼の体温が高いのは、きっと興奮しているからだ。見上げた彼は、雄の顔をしていた。

　彼の手が肌の上を滑っていく。泡立つような感覚に小さな吐息が漏れる。アードリアンの指で、掌で、唇で、英奈は快感を引きずり出されていく。

　焦らすような、それでいて巧みな愛撫に、英奈の身体がどんどん蕩けていく。今まで感じたことがないような快感が、体の内側から湧き出てくる。

　それは際限なくあふれ出し、アードリアンの指先を濡らした。

「濡れてる」

　少し感動したように言うアードリアンの唇を、英奈は自分の唇でふさぐ。

「言わないでよ」

「燃えない？」

「何で日本語勉強したの」

　呆れた口調で言った英奈は、次の瞬間ハッと息を呑み、甘苦しい溜息を漏らした。アードリアンの指先が、英奈の内側に入ってきたのだ。

　それはとても繊細な動きで、英奈の内側を侵していく。クチュ、と濡れた音が聞こえるたびに、英奈は耳からも犯されていく。

「ああ……」

　彼の唇が突き立った乳首に触れる。ゆるりと舐め、強く吸われると、それだけで腰が揺れてしまう。

「エナ、綺麗だ」

　彼の声に、エナが震える瞼を上げる。少し困ったような表情で、アードリアンが見詰めている。

「ふふっ……」

　その顔が、お預けを喰らった犬みたいに見えて、英奈は少し笑ってしまった。欲望と、抑圧とが彼の中でせめぎ合っているのが、手に取るようにわかる。

「もっと、乱暴にしても大丈夫なのに」

　英奈の誘惑にアードリアンは勝てない。彼女の身体に覆い被さると、嵐のような乱暴さで香り立つ肌を蹂躙した。

　左の胸をきつく揉みしだきながら、右の乳首を舌先で転がし、緩く噛む。乱暴に脱いだパンツと下着が、ベッドの端からドサリと床の上に落ちた。

　熱い彼の分身が、英奈の太股にこすりつけられる。我慢できないというように、少し濡れた感触さえ伝えてきた。

　大胆に両脚を開いて彼の身体を挟み込む。その間に身を置くと、彼は一瞬身体を起こして高い位置から英奈を見下ろした。

「綺麗な花が乱れる姿が、こんなに感動的だとは……」

「文語的」

　笑おうとしたが笑えなかった。彼の両手が英奈の腰から下へと撫で下ろされていったからだ。

　震えるような快感が駆け上がってきた。小さな悲鳴を上げそうになるのを、必死になって抑える。

　彼の腕の力に従って膝を曲げる。アードリアンは身体を屈めて、英奈の白い腿の内側に口づけする。何度も何度も強く吸って、バラ色の跡を残した。

「アードリアン……」

　名を呼んでも、彼はそれを止めない。それどころか、力強い舌先で、英奈の濡れた泉近くまで舐め上げた。

「あぁ……っ」

　掴まれた両脚が震えた。自分の秘所を間近で見られているという羞恥と、それを押さえつけてなお湧き上がってくる快感に苛まれる。

「エナ、腰が揺れてる」

　からかうような声に、もう言い返す気力もなかった。ただ、内側から溢れかえる泉の中に、彼を迎え入れることしか考えられなくなっていた。

「きて」

　懇願する。

「ねえ、私の中にきて」

　何度も切実な声で乞い願う。

「お願い……」

　見下ろす彼は、征服する者の表情で獰猛に笑い、英奈の腰を掴んだ。

　先端を少しだけ遊ばせ、押し当てる。彼はゆっくりと、英奈の中に自身を沈ませた。

「あ──あ、ぁ……」

　快感と言うよりは、気の遠くなるような充溢感が英奈を襲う。蕩けてなくなりそうな身体を、彼の手がしっかりと掴んでくれていた。

「エナ」

　間近で聞こえた彼の声に応えるように、英奈は自らの両腕を上げて彼の背中に回す。

　世界中で、彼ひとりだけ。

　それ以外には何もいらない。何も存在しない……そんな瞬間だった。

　彼の容積は、英奈の中で更に膨れあがり、少し息苦しいくらいだ。ゆるく腰を突き上げられて、英奈が呻く。

　その反応を冷静に見ている風で、少し腹が立つ。

「アードリアン」

　声がなぜか囁きになってしまう。それに誘われるように、彼の腕が腰に回った。そしてギリギリまで引き抜いて、再び深く沈める。

　彼が動くたびに、ずちゅっと音がする。自分の中がどれだけ湿っているのかを知らしめるその音に、英奈は羞恥どころか快感の度合いが上がっていくのだ。

「ああ……」

　快感に乳首が突き立ちアードリアンを誘う。そして彼は、それに気付いて身を屈め、そこに歯を立てた。

「あぁっ！」

　その刺激に、英奈の内側がギュッと締まる。それは彼自身にも伝わっただろう。

「エナ、きついです」

「だって、仕方ないでしょ」

　あなたのせいだもの、と視線で伝える。アードリアンは雄々しい若獅子のように笑い、更に腰を打ち付けてきた。

　もう、英奈は翻弄されるしかない。

　キスと噛み跡と彼の唾液とに身体を彩られ、身体の奥から湧き上がってくる鳥肌立つような快感にグチャグチャにされ、自分の内側を愛しい男に明け渡す。

「う……あ、あぁ、あぁ、あ……っ」

　こんなに強い快感を感じたことはなかった。気が遠くなるくらいの、まるで恐怖を感じるくらいの快感──。

「怖い……」

　思わず囁いた英奈を、アードリアンの腕がしっかりと抱き留める。

「僕と一緒に……！」

「うん、う、ん……んっ！」

　ジェットコースターのような急激な昂揚に、一瞬意識が飛ぶ。

　すべてが白くなって、何もなくなったような感覚の中で、アードリアンの香りだけを感じていた。




















　夜中、英奈は目を覚ました。目の前には、まるで神様が丁寧に丁寧に作り上げた造形物のような、アードリアンの寝顔がある。

　眠っている彼は、まるで彫刻のようだ。少し不安になって、彼の唇に触れると、温かい吐息が指に触れた。

　金色の睫が震えて、ゆっくりと瞼が上がる。そして、英奈を見つけて幸福そうに笑った。

　──ああ、この笑顔だけでいいな。

　それは、この世の何よりも英奈を幸福にする笑顔だった。





ＥＮＤ







あとがき




　こんにちは。大おお原はら一いち恵いと申します。

　何をトチ狂ったか、王子様を書いてしまいました。人生初にして、多分最後の王子様です。

　そして、彼の恋のお相手は働く女性！

　きっと、このジャンルでなかなかない組み合わせだと思います。ここは胸を張って言えます。

　それでも、王子様を書くことの違和感は拭いきれませんでした。私に王子は無理だった……。

　他の作家様方の想像（創造）力に敬意を表したいと思います。




　あとがきとして書くことはあまりないんですよ。王子で四苦八苦したということ以外には。そして、大量の修正を喰らったという以外に思い出がない。

　そんな作品を読んで、楽しかったという方が一人でもいらっしゃったら、幸甚でございます。

　つたない文章を最後まで読んでいただき、本当にありがとうございました。

　そして編集様には多大なご迷惑をおかけしました。ここに御礼＆お詫び申し上げます。




　現時点で、イラストがどのように仕上がるのか情報がないので、ただワクワクと待ちわびるばかりです。

　上うえ原はらた壱いち先生、どうぞよろしくお願いします……というのも、多分あとがきでは不適切なので、フライング気味に「どうもありがとうございました」と書かせていただきます。




　どうか皆様方に幸あらんことを……。それでは、さようなら～。




二〇一七年六月吉日


大原一恵　拝








トパーズノベルス

同時配信二〇一七年七月二八日配信予定



















子爵令嬢は復讐の騎士と快楽に堕ちて


【書下ろし・イラスト十枚入り】







　著作：如月一花

　イラスト：南香かをり







　「なんてはしたない。雌犬みたいじゃないか」







　　レドナップ子爵家の令嬢、アナスタシアは、貴族の責務に退屈していた。そんな中、アナスタシアは縁談相手のライアンに心奪われ、婚約する。だが、ライアンの真の目的はレドナップ家に復讐することで……？








トパーズノベルス

近日配信二〇一七年八月二五日配信予定







聖姫は獅子王の執愛に溺れて


【書下ろし・イラスト七枚入り】




　著作：茅原ゆみ　　イラスト：小路龍流







　「じゃあ俺が教えてやる。身体を繋げるというのがどういうことか」




　　　戦禍の中、姫巫女のリリーシュは隣国の王バルトハルトに助けられる。戦犯として捕らえられた兄を救うため彼の妾となるが、世故に長けたバルトハルトに惹かれ、二人は将来を誓い合う。しかし彼の許嫁に苛められて……！








淑女調教


【書下ろし・イラスト十枚入り】




　著作：月森あいら　　イラスト：弓槻みあ







　「あなたは私の腕の中で、永遠に守られていればそれでいい」




　　　男装の姫君・フロランスは、従者のエルマンに迫られ関係を持つが、実は彼は隣国の王子だった。エルマンの新居に連れ帰られる。息抜きに城を抜け出すが、悪漢に捕まってしまう。エルマンに助けられたが、独占欲の強い彼に監禁されてしまい……！








夜の狂王の淫らな生贄（仮）


【書下ろし・イラスト十枚入り】




　著作：麻倉とわ　　イラスト：夜咲こん







　「本当に何も知らないのだな。ふふ、これは教えがいがある」




　　　レアンドル王国辺境伯の娘エリアーヌは、父の嫌疑を晴らすため王都へ伺候する。しかし謁見が叶ったのも束の間国王マクシミリアンに純潔を奪われてしまう。その夜から続く逢瀬の後、昼間の彼が別人格であると知り……!?
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